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関
運
局
、事
業
用
自
動
ं
安
શ
施
策
２
０
２
５

東
ト
ڠ
、環
境
ҕ
員
会
を
։
࠵

東
ト
ڠ
、経
Ӧ
教
育
ҕ
員
会
を
։
࠵

ୈ
２
期
̥
̗
が
改
正
物
流
法
研
म
会
を
։
࠵

๺
支
部
が
災
害
時
物
流
業
務
な
ど
ڠ
定
を
క
結

２４５５６

東
京
労
働
局

は
、
東
京
都
最
௿

௞
ۚ
を
時
間
ֹ
１

２
２
６
ԁ
に
改
定

し
、
10
月
３
日
か

ら
ൃ
ޮ
さ
せ
た
。

こ
れ
に
൐
い
、
都

内
で
事
業
を
Ӧ
む

࢖
用
者
は
こ
れ
以

上
の
௞
ۚ
を
支
෷

わ
な
い
と
、
最
௞

法
違
൓
に
問
わ
れ

る
。
都
内
の
各
労

働
ج
準
؂
ಜ
ॺ
で

は
、
؂
ಜ
ࢦ
ಋ
を

実
施
す
る
こ
と
な

ど
に
よ
り
、
ཤ
行

通
事
故
未
然
防
止
の
た
め
、

安
શ
意
識
の
ప
ఈ
な
ど
、
ド

ラ
イ
バ
ー
へ
の
ࢦ
ಋ
を
求
め

て
お
り
、
各
会
員
事
業
者
に

お
け
る
ࢦ
ಋ
・
教
育
だ
け
で

な
く
、
交
通
安
શ
運
動
に
お

け
る
街
頭
ࢦ
ಋ
׆
動
を
通
じ

て
、
改
め
て
ド
ラ
イ
バ
ー
に

ప
ఈ
を
求
め
た
。

ま
た
、
൘
ڮ
支
部（
ࣰ
本

ີ
治
支
部
長
）は
൘
ڮ
ܯ
࡯

ॺ
と
ڠ
ྗ
し
、
中
ࢁ
ಓ
࢛
ຢ

交
差
఺
で
街
頭
ࢦ
ಋ
׆
動
を

実
施
。
า
行
者
や
自
転
ं
の

安
શ
༠
ಋ
を
行
う
と
と
も

に
、
通
行
す
る
人
た
ち
に
ノ

ϕ
ル
テ
ィ
を
配
෍
し
、「
交

差
఺
人
と
バ
イ
ク
に
要
注

意
」
と
記
さ
れ
た
ノ
Ϙ
リ
ض

を
掲
げ
、
交
差
఺
で
の
事
故

防
止
を
ݺ
び
か
け
た
。

こ
の
ほ
か
、
各
支
部
で
は

ಉ
日
だ
け
で
な
く
、
運
動
期

間
中
に
、
交
差
఺
・
ԣ
断
า

ಓ
で
の
า
行
者
༠
ಋ
や
ノ
ϕ

東
京
都
ト
ラ
ッ

ク
ڠ
会
各
支
部

は
、
ळ
の
શ
ࠃ
交

通
安
શ
運
動
期

間
中（
９
月
ù1
Ỗ

ú0
日
）の
９
月
ù4

日
、
街
頭
ࢦ
ಋ
׆

動「
統
一
実
施
日
」

と
し
て
1Ā
支
部
が

า
調
を
合
わ
せ

て
、
交
通
安
શ
や

事
故
防
止
を
ݺ
び
か
け
る
׆

動
を
ల
։
し
た
。

ಉ
日
の
׆
動
で
は
、
目
ࠇ

支
部（
౔
԰
ल
明
支
部
長
）

が
ൾ
จ
୩
ܯ
࡯
ॺ
・
ൾ
จ
୩

交
通
安
શ
ڠ
会
と
ڠ
ྗ
し
、

֟
の
໦
ࡔ
陸
ڮ
内
ճ
り
ଆ
ಓ

で
ト
ラ
ッ
ク
ス
ト
ッ
プ
作
ઓ

を
ల
։
。
ύ
ト
Χ
ー
・
ന
バ

イ
で
ن
制
し
た
ଆ
ಓ
の
一
ं

ઢ
に
交
通
安
શ
運
動
の
ポ
ス

タ
ー
や
ノ
Ϙ
リ
ض
を
掲
ࣔ
。

ࠇ
支
部
以
外
に

も
、
඼
川
・
ߥ
川

支
部
が
地
ݩ
ܯ
࡯
ॺ
な
ど
と

࿈
ܞ
し
て
ト
ラ
ッ
ク
ス
ト
ッ

プ
作
ઓ
を
実
施
し
、
運
転
中

の
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に

対
し
て
直
઀
、
事
故
防
止
の

ప
ఈ
を
ૌ
え
た
。
な
お
、
中

ԝ
・
จ
京
・
中
໺
・
台
東
支

部
は
交
通
安
શ
運
動
期
間
中

に
ಉ
作
ઓ
を
実
施
し
て
い

る
。

東
ト
ڠ
は
̔
月
ù5
日
付

で
、શ
会
員
事
業
者
に
対
し
、

運
༌
安
શ
ҕ
員
会
の
৿
本
উ

໵
ҕ
員
長
名
で
、「
交
通
事

故
未
然
防
止
の
た
め
の
安
શ

運
転
意
識
の
向
上
に
つ
い

て
」
ప
ఈ
を
求
め
る
要
੥
จ

書
を
ൃ
出
。
よ
り
一
層
安
શ

意
識
を
高
め
、
า
行
者
、
自

転
ं
や
バ
イ
ク
な
ど
の
ೋ
ྠ

ं
お
よ
び
ଞ
の
交
通
に
も
े

分
注
意
す
る
と
と
も
に
、
交

ܯ
࡯
׭
の
༠
ಋ
で
྘
φ
ン
バ

ー
ト
ラ
ッ
ク
を
は
じ
め
各
ं

両
に
ఀ
ं
を
求
め
、
ଗ
い
の

๧
子
と
ϕ
ス
ト
を
ま
と
っ
た

支
部
メ
ン
バ
ー
ら
が
ド
ラ
イ

バ
ー
に
ノ
ϕ
ル
テ
ィ
を
手
౉

し
な
が
ら
、
ス
ϐ
ー
ド
の
出

し
過
͗
防
止
や
ԣ
断
า
ಓ
手

前
で
の
า
行
者
確
認
の
ప
ఈ

な
ど
、
注
意
を
ଅ
し
た
。
目

ル
テ
ィ
の
配
෍
な
ど
、
交
通

安
શ
に
向
け
た
街
頭
ࢦ
ಋ
׆

動
を
実
施
し
て
お
り
、
྘
φ

ン
バ
ー
ト
ラ
ッ
ク
が
事
故
防

止
に
౒
め
て
い
る
こ
と
を
一

ൠ
都
ຽ
に
ア
ϐ
ー
ル
し
た
。

10
・
11
月
の
ू
中
؂
ࢹ
月

間
で
は
、
ト
ラ
ッ
ク
物
流
・

̜
メ
ン
が
̔
月
に
実
施
し
た

શ
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
に
対
す

る
違
൓
原
因
行
ҝ
の
実
態
調

査
、
令
和
７
年
度
の
૔
ݿ
業

者
に
対
す
る
د
ୗ
者
の
ৼ
る

෣
い
に
係
る
調
査
お
よ
び
関

係
省
庁
か
ら
د
せ
ら
れ
た
情

ใ
な
ど
を
׆
用
し
、
ト
ラ
ッ

ク
事
業
者
、
૔
ݿ
事
業
者
に

対
す
る
プ
ッ
シ
ュ
ܕ
情
ใ
ऩ

ू
を
積
極
的
に
実
施
す
る
。

そ
の
結
Ռ
、
違
൓
原
因
行
ҝ

な
ど
の
ٙ
い
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
た
荷
主
・
ݩ
੥
事
業
者

（
荷
主
等
）に
対
し
て
、そ
の

状
況
に
応
じ
て
貨
物
自
動
ं

運
送
事
業
法
に
ج
づ
く「
働

き
か
け
」や「
要
੥
」「
ק
ࠂ
・

ެ
表
」
と
い
っ
た
措
置
を
講

じ
て
い
く
。

ま
た
、
ಉ
月
間
で

は
、
各
地
方
運
༌
局

と
ެ
取
ҕ
地
方
事
務
所
な
ど

が
શ
ࠃ
ن
໛
で
࿈
ܞ
し
、
荷

主
等
の
Ӧ
業
所
や
物
流
ڌ
఺

を
訪
問
す
る
合
ಉ
ύ
ト
ロ
ー

ル
の
ほ
か
、
高
଎
ಓ
࿏
の
̨

Ａ
・
̥
Ａ
な
ど
で
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
直
઀
聞
き

取
り
を
行
い
、
改
正
物
流
法

や
取
適
法
の
周
知
ܒ
ൃ
׆
動

を
合
ಉ
で
実
施
す
る
。

10
月
ù8
・
ùĀ
日
に
は
、
શ

ࠃ
の
ト
ラ
ッ
ク
・
物
流
̜
メ

ン
が
荷
主
な
ど
の
本
社
や
ண

荷
主
が
多
い
東
京
に
ू
結

各
छ
支
援
策
を
講
じ
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
東
労
局
で

は
９
月
３
日
か
ら
10
月
ú1
日

ま
で
、
令
和
７
年
度「
東
京

労
働
局
最
௿
௞
ۚ
・
各
छ
ॿ

成
ۚ
周
知
ڧ
化
期
間
Ỗ
ち
Ỵ

ん
と
ν
ỻ
ッ
ク
ʂ
さ
い
ち
ん

Ω
Ỿ
ン
ϖ
ー
ン（
̩
̤
̠
̮

̤
１
２
２
６
）
Ỗ
」
と
位
置

づ
け
、
最
௞
の
改
正
に
つ
い

て
周
知
を
ప
ఈ
す
る
と
と
も

に
、
生
産
性
の
向
上
な
ど
に

よ
り
事
業
場
内
最
௞
ֹ
を
Ҿ

き
上
げ
や
す
い
環
境
を
整
උ

す
る
た
め
、
各
छ
ॿ
成
ۚ
の

利
用
ଅ
ਐ
に
向
け
て
ू
中
的

し
、
ެ
取
ҕ
本
局
と
合
ಉ
で

大
ن
໛
な
荷
主
ύ
ト
ロ
ー
ル

を
行
う
予
定
。
出
ൃ
ࣜ
を
։

࠵
後
、
都
内
の
荷
主（
荷
主

ڌ
఺
・
主
要
Ӻ
本
社
事
務
所

な
ど
）を
個
別
訪
問
す
る
。

な
お
、
中
部
運
༌
局
は
10

月
̔
日
、ެ
取
ҕ
と
合
ಉ
で

ಉ
月
間
の
取
り
組
み
の
一
環

と
し
て
、
10
月
９
日
の
ト
ラ

ッ
ク
の
日
に
合
わ
せ
、
名
古

԰
ࢢ
の
名
古
԰
ト
ラ
ッ
ク
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
へ
の
ώ
ア
リ
ン
ά

お
よ
び
取
適
法
の
周
知
ܒ
ൃ

׆
動
を
実
施
し
た
。

さ
ら
に
、
؂
ࢹ
ڧ
化
の
一

環
と
し
て
、
外
部
ҕ
ୗ
に
よ

る「
̜
メ
ン
ア
シ
ス
タ
ン
ト

事
務
局
」
を
新
設
。
̜
メ
ン

׆
動
で
得
た
情
ใ
の
調
査
分

ੳ
や
׆
動
の
総
合
的
α
ポ
ー

ト
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
ト

ラ
ッ
ク
・
物
流
̜
メ
ン
に
よ

る
荷
主
等
へ
の
؂
ࢹ
体
制
の

一
層
の
ڧ
化
を
ਤ
る
。
こ
の

ほ
か
、
૔
ݿ
業
者
か
ら
の
通

ใ
૭
口
を
地
方
運
༌
局
に
も

設
け
、
現
場
か
ら
の
情
ใ
を

ऩ
ू
し
や
す
く
す
る
仕
組
み

を
整
え
た
。

ト
ラ
ッ
ク
̜
メ
ン
は
５
年

７
月
に
ൃ
足
し
、６
年
に
は

ト
ラ
ッ
ク
・
物
流
̜
メ
ン
に

改
組
。
現
ࡏ
は
શ
ࠃ
で
約
３

６
０
人
ن
໛
の
体
制
と
な
っ

て
い
る
。
昨
年
の
ಉ
月
間

（
11
・
1ù
月
）で
は
、「
ק
ࠂ
」

（
２
件
）、「
要
੥
」（
�
件
）、

「
働
き
か
け
」（
４
２
３
件
）

の
ੋ
正
ࢦ
ಋ
が
実

施
さ
れ
た
。

な
取
り
組
み
を
ਪ
ਐ
し
て
い

る
。主

な
ॿ
成
ۚ
は
、
①
業
務

改
ળ
ॿ
成
（ۚ
７
年
９
月
か

ら
制
度
を
֦
充
）、
②
Ω
Ỿ

リ
ア
ア
ッ
プ
ॿ
成
（ۚ
௞
ۚ

ن
定
等
改
定
ί
ー
ス
）、
③

働
き
方
改
ֵ
ਪ
ਐ
支
援
ॿ
成

ۚ
、
④
人
ࡐ
։
ൃ
支
援
ॿ
成

ۚ
、
ᶇ
人
ࡐ
確
อ
等
支
援
ॿ

成
（ۚ
ޏ
用
؅
理
制
度
・
ޏ

用
環
境
整
උ
ॿ
成
ί
ー
ス
）

な
ど
。

ৄ
ࡉ
は
、
東
労
局
ホ
ー
ム

ϖ
ー
ジ
を
ࢀ
照
。

さ
ら
に
、
運
動
期
間
中
に

は
、
東
ト
ڠ
と
ܯ
ࢹ
庁
交
通

部
が
࿈
名
で
、
都
内
３
か
所

の
大
ܕ
ビ
ジ
ョ
ン
や
σ
ジ
タ

ル
α
イ
ω
ー
ジ
で
ܒ
ൃ
ө
૾

を
์
ө
し
た
。

ܯ
࡯
庁
は
10
月
２
日
、「
令

和
７
年
ळ
の
શ
ࠃ
交
通
安
શ

運
動
期
間
中
の
交
通
事
故
ൃ

生
状
況
」（
଎
ใ
஋
）を
ެ
表

し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
交

通
事
故
件
数
は
７
５
０
６
件

で
前
年
ಉ
期
間
ൺ
４
１
９
件

（
５
・
９
％
）の
増
加
。
死

者
数
は
80
人
で
ಉ
６
人（
・̔

１
％
）、
ෛ
ই
者
数
は
̔
̔

５
０
人
で
ಉ
３
７
２
人（
４・

４
％
）そ
れ
ぞ
れ
増
加
と
な

っ
た
。

こ
の
う
ち
、
東
京
都
内
で

ൃ
生
し
た
交
通
事
故
件
数
は

７
１
７
件
で
ಉ

２
件（
０
・
３

％
）、
死
者
数

は
２
人
で
ಉ
２
人（
50
・
０

％
）そ
れ
ぞ
れ
ݮ
গ
。
ෛ
ই

者
数
は
７
９
６
人
で
ಉ
９
人

（
１
・
１
％
）増
加
し
た
。

Ӧ
業
用
貨
物
自
動
ं
に
よ

る
死
๢
事
故
お
よ
び
会
員
関

༩
の
死
๢
事
故
は
ൃ
生
し
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
か

ら
年
຤
年
始
の
༌
送
ൟ
๩
期

に
か
け
て
、
交
通
事
故
が
多

ൃ
す
る
܏
向
に
あ
る
た
め
、

ܧ
ଓ
し
た
交
通
事
故
未
然
防

止
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ

る
。

東
京
঎
޻
会
ٞ

所（
小
ྛ
健
会
頭
）

は
10
月
２
日
、
１

߸
ٞ
員
選
挙
の
౤

։
ථ
を
行
い
、
東

京
都
ト
ラ
ッ
ク
ڠ

会
の
ઙ
井
㑑
名
誉

会
長（
ג
ࣜ
会
社

ઙ
井
会
長
）が
、
得
ථ
数
ୈ

̔
位
で
上
位
当
選
を
Ռ
た
し

た
。ઙ

井
名
誉
会
長
の
当
選
は

４
期
目
で
、೚
期
は
３
年
。

１
߸
ٞ
員
は
、
東
঎
の
最

高
意
思
ܾ
定
機
関
で
あ
る
ٞ

員
総
会
の
ߏ
成
員
で
、会
頭・

෭
会
頭
選
挙
を
は
じ
め
、
予

算
・
ܾ
算
な
ど
重
要
事
項
の

৹
ٞ
・
ܾ
定
で
中
心
的
な
役

ׂ
を
Ռ
た
す
。

そ
の
た
め
、
東
ト
ڠ
は
今

年
の
改
選
期
に
当
た
り
、
水

໺
ޭ
会
長
を
本
部
長
と
す
る

選
挙
対
策
本
部
を
設
置
し
、

ઙ
井
名
誉
会
長
を
業
界
代
表

の
ਪ
ન
ީ
ิ
者
と
し
て
、
４

期
目
の
当
選
を
目
ࢦ
し
て
い

た
。業

界
代
表
の
ઙ
井
名
誉
会

長
が
上
位
当
選
し
た
こ
と
に

よ
り
、業
界
の
実
状
や
意
見・

要
望
な
ど
を
޿
く
産
業
界
に

ൃ
৴
し
理
解
を
得
る
と
と
も

に
、
業
界
の
ৼ
ڵ
・
ൃ
ల
に

د
༩
す
る
こ
と
が
期
଴
さ
れ

て
い
る
。

確
อ
を
ਤ
る
こ
と
と
し
て
い

る
。厚

生
労
働
省
で
は
、
最
௞

や
௞
ۚ
Ҿ
き
上
げ
に
向
け

て
、
業
務
改
ળ
ॿ
成
ۚ
な
ど

൘ࢧڮ෦

໨ࢧࠇ෦

ઙҪ໊༪会௕

ެ
औ
ҕ
ͱ
߹
ಉ
ՙ
ओ
パ
τ
ϩ
ー
ϧ
を
࣮
ࢪ
΁

最賃額1,226円を発効౦࿑ہ

統
一
街
頭
活
動
に
19
支
部

東
ト
協

τϥοΫετοϓ࡞ઓ

υϥΠόʔに
ɹ҆全ҙࣝͷ徹底ݺͼ͔͚Δ

ࠃ
ަ
ল
「
τ
ϥ
ỽ
Ϋɾ෺
ྲྀ
̜
ϝ
ϯ
」ू
த
؂
ࢹ
݄
ؒ

Ξ
γ
ε
λ
ϯ
τ
ࣄ
຿
ہ
ઃ
ஔ
で
ମ
੍
ڧ
Խ

国
土
交
通
省
は
、ト
ラ
ッ
ク
・
物
流
Ｇ

メ
ン
の
体
制
を
強
化
し
、10
・
11
月
を
集

中
監
視
月
間
と
位
置
づ
け
て
、適
正
な
取

引
を
阻
害
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
を
し

て
い
る
荷
主
や
元
請
事
業
者
に
対
す
る
監

視
を
強
化
す
る
。
同
月
間
で
は
、公
正
取

引
委
員
会
と
連
携
し
、荷
主
等
へ
の
合
同

パ
ト
ロ
ー
ル
を
全
国
規
模
で
実
施
す
る
と

と
も
に
、荷
主
等
の
違
反
原
因
行
為
の
未

然
防
止
な
ど
の
観
点
か
ら
、改
正
物
流
法

や
来
年
１
月
に
施
行
さ
れ
る
改
正
下
請
法

（
取
適
法
）の
周
知
啓
発
活
動
を
合
同
で

実
施
す
る
。

౎
಺
ަ
௨
ࣄ
ނ
ࢮ
ऀ
਺
は
ݮ
গ

Ӧ
ۀ
༻
՟
෺
ं
ؔ
༩
ൃ
ੜ
ͤ
ͣ

秋の全国交通安全運動

౦
τ
ڠ
ɾ
ઙ
Ҫ
໊
༪
ձ
௕
͕
্
Ґ
౰
બ

౦঎̍߸ٞһબڍ
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関
東
運
༌

局（
藤
田
ྱ

子
局
長
）は

９
月
16
日
、

「
関
東
地
Ҭ

事
業
用
自
動

ं
安
શ
施
策

２
０
２
５
」

を
策
定
し

た
。
２
０
２

５
年
຤
ま
で

に
࡟
ݮ
す
る

べ
き
શ
体
目

ࠃ
౔
交
通
省
は
９
月
ú0

日
、
大
ܕ
ं
の
ं
ྠ
୤
落
事

故
防
止
に
係
る「
令
和
７
年

度
ۓ
ٸ
対
策
」
の
実
施
に
つ

い
て
、
શ
日
本
ト
ラ
ッ
ク
ڠ

会
な
ど
自
動
ं
関
係
ஂ
体
に

通
知
し
、
防
止
対
策
に
積
極

的
に
取
り
組
む
よ
う
求
め

た
。ಉ

対
策
は
、「
大
ܕ
ं
の
ं

数
＝
50
人
以
Լ（
87
人
）、重

ই
者
数
＝
３
̔
０
人
以
Լ

（
４
４
０
人
）、
人
਎
事
故
件

数
＝
３
３
６
０
件
以
Լ（
５

３
９
３
件
）、
ҿ
ञ
運
転
＝

θ
ロ（
11
件
）、௥
ಥ
事
故
件

数
＝
１
１
３
５
件
以
Լ（
１

９
９
１
件
）。

取
り
組
む
べ
き
最
重
要
項

目
は
、
ト
ラ
ッ
ク
関
係
で
は

い
ま
だ
ࠜ
ઈ
し
な
い「
ҿ
ञ

運
転
」
と
、
多
数
の
死
ই
者

を
生
じ
さ
せ
て
い
る「
௥
ಥ

事
故
」
の
２
項
目
を
挙
げ
て

い
る
。「
ҿ
ञ
運
転
」
で
は
、

ト
ラ
ッ
ク
の
ҿ
ञ
運
転
に
よ

る
事
故
件
数
の
Լ
げ
止
ま
り

に
対
し
、
Ϛ
χ
ュ
ア
ル
や
̙

̫
̙
等
を
用
い
て
各
छ
運
転

者
講
श
会
な
ど
に
お
い
て
周

知
し
、
ҿ
ञ
運
転
ࠜ
ઈ
意
識

の
向
上
を
ਤ
る
と
し
て
い

る
。ৄ

ࡉ
は
、
։
運
局
ホ
ー
ム

ϖ
ー
ジ
を
ࢀ
照
。

〈
２
̌
２
̑
೥
の
ओ
な
取
Γ

૊
Έ
Ổ
ҿ
ञ
ӡ
స
〉

˓
運
行
の
際
の
ア
ル
ί
ー

ル
ݕ
知
ث
の
࢖
用
を
ప
ఈ
し

た
ݫ
正
な
఺
ݺ
の
実
施
、
ҿ

ञ
運
転
防
止
の
た
め
の
運
転

者
に
対
す
る
ࢦ
ಋ
・
ܒ
ൃ
׆

動
の
実
施
、
ҿ
ञ
श
׳
の
あ

る
運
転
者
を
೺
Ѳ
し
翌
日
の

業
務
が
あ
る
場
合
の
ҿ
ञ
等

に
係
る
ࢦ
ಋ
な
ど
の
実
施
に

つ
い
て
、
各
छ
講
श
会
な
ど

に
お
い
て
周
知
す
る
と
と
も

に
、
交
通
安
શ
運
動
期
間
や

安
શ
総
఺
ݕ
な
ど
に
お
け
る

運
送
事
業
者
の
取
り
組
み
と

す
る
。「˓

自
動
ं
運
送
事
業
者

に
お
け
る
ҿ
ञ
運
転
防
止

Ϛ
χ
ュ
ア
ル
」
に
記
載
さ
れ

た
内
容
に
つ
い
て
、
運
転
者

の
ҿ
ञ
܏
向
を
೺
Ѳ
し
た
対

応
な
ど
の
正
し
い
理
解
を
深

め
、
事
業
者
の
具
体
的
な
行

動
に
つ
な
が
る
よ
う
、
各
छ

講
श
会
、
交
通
安
શ
運
動
、

安
શ
総
఺
ݕ
な
ど
の
機
会
を

通
じ
、
事
業
者
へ
の
周
知
を

ਤ
る
。

˓
事
故
ใ
ࠂ
ن
則
に「
ア

ル
ί
ー
ル
依
ଘ
঱
の
ス
ク
リ

ー
χ
ン
ά
ݕ
査
ड
਍
状
況
」

「
ҿ
ञ
の
時
఺
お
よ
び
そ
の

ҿ
ञ
量
」
の
記
載
が
ٛ
務
付

け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
各
講

श
会
な
ど
を
通
じ
て
事
業
者

へ
周
知
を
ਤ
る
。

〈
２
̌
２
̑
೥
の
ओ
な
取
Γ

૊
Έ
Ổ
௥
ಥ
事
ނ
〉

˓
ト
ラ
ッ
ク
の
ಛ
௃
的
な

事
故
で
あ
る
௥
ಥ
事
故
や
、

健
康
起
因
事
故
に
つ
い
て
の

調
査
・
分
ੳ
を
行
い
、
事
業

者
や
関
係
ஂ
体
が
事
故
防
止

対
策
や
安
શ
意
識
の
ৢ
成
に

役
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
ެ

表・周
知
を
行
う
と
と
も
に
、

事
故
事
例
を
ホ
ー
ム
ϖ
ー
ジ

に
ެ
表
し
、周
知
を
行
う
。

˓
一
ൠ
ܒ
ൃ
用
動
ը「
安

心
安
શ
༌
送
の
た
め
、
ト
ラ

ッ
ク
༌
送
業
か
ら
の
お
ئ
い

で
す
」
を
޿
く
周
知
し
、
一

ൠ
ಓ
࿏
利
用
者
へ
の
事
故
防

止
の
ܒ
ൃ
を
ਤ
る
。

˓
２
０
２
４
年
度
に
作
成

し
た「
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
の

適
切
な
運
行
؅
理
と
安
心
経

Ӧ
の
た
め
の
̞
̘
̩
Ψ
イ
ド

ϒ
ッ
ク
」
を
޿
く
周
知
し
、

運
行
؅
理
業
務
を
確
実
に
行

う
こ
と
の
再
認
識
お
よ
び
ޮ

率
化
に
つ
い
て
ଅ
ਐ
す
る
。

ࠃ
交
省
は
、
大
ܕ

ं
の
ౙ
用
タ
イ
Ϡ
へ

の
交
׵
時
期
に
ं

ྠ
の
୤
落
事
故
が
増

加
す
る
܏
向
を
踏
ま

え
、
10
月
１
日
か
ら

令
和
̔
年
２
月
に
か

け
て
、
タ
イ
Ϡ
୤
ண

時
の
確
実
な
作
業
お

よ
び
อ
क
؅
理
の
ప

ఈ
を
ݺ
び
か
け
る

「
大
ܕ
ं
の
ं
ྠ
୤
落
事
故

防
止
Ω
Ỿ
ン
ϖ
ー
ン
」
を
実

施
し
て
い
る
。

大
ܕ
ं
の
ं
ྠ
୤
落
事
故

防
止
対
策
に
係
る
調
査
・
分

ੳ
ݕ
౼
会
に
よ
る
と
、
事
故

ं
両
の
多
く
に
タ
イ
Ϡ
୤
ண

作
業
時
の
ワ
ッ
シ
Ỿ
付
き
ホ

イ
ー
ル
・
φ
ッ
ト
の
఺
ݕ
、

さ
び
取
り
ਗ਼
૟
や
各
部
位
へ

の
५
׈
ࡎ
の
ృ
෍
、
さ
ら
に

は
ホ
イ
ー
ル
・
φ
ッ
ト
が
ԁ

׈
に
ճ
る
か
の
確
認
が
不
े

分
で
あ
る
な
ど
、
適
切
な
タ

イ
Ϡ
୤
ண
作
業
や
୤
ண
後
の

増
し
క
め
が
実
施
さ
れ
て
い

な
い
な
ど
の
問
題
఺
が
確
認

さ
れ
て
お
り
、６
年
度
に
お

い
て
も
Ҿ
き
ଓ
き
ಉ
様
の

ྠ
୤
落
事
故
防
止
対
策
に
係

る
࿈
བྷ
会
」
が
取
り
ま
と
め

た
も
の
で
、
作
業
時
間
に
༨

༟
を
持
っ
て
正
し
い
୤
ண
作

業
を
行
え
る
よ
う
、
ౙ
用
タ

イ
Ϡ
交
׵
の
作
業
平
準
化
を

ਪ
ਐ
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ

ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
実
施

事
項
に
つ
い
て
、
Ҿ
き
ଓ
き

取
り
組
む
よ
う
周
知
・
ܒ
ൃ

を
ਤ
っ
て
い
る
。

ಉ
省
は
平
成
ú0
年
度
か

ら
、
ं
ྠ
୤
落
事
故
防
止
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

令
和
６
年
度
の
事
故
ൃ
生
件

数
は
１
２
０
件（
前
年
度
ൺ

ùù
件
ݮ
）と
、
依
然
と
し
て

多
く
の
ं
ྠ
୤
落
事
故
が
ൃ

生
し
て
い
る
状
況
を
踏
ま

え
、
対
策
の
実
施
を
求
め
た

も
の
。

事
故
ं
両
の
多
く
に
タ
イ

Ϡ
୤
ண
作
業
時
の
ワ
ッ
シ
Ỿ

付
き
ホ
イ
ー
ル
・
φ
ッ
ト
の

఺
ݕ
、
ਗ਼
૟
や
各
部
位
へ
の

५
׈
ࡎ
の
ృ
෍
、
さ
ら
に
ホ

イ
ー
ル
・
φ
ッ
ト
が
ԁ
׈
に

ճ
る
か
の
確
認
が
不
े
分
な

ど
、
適
切
な
タ
イ
Ϡ
୤
ண
作

事
例
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況

を
踏
ま
え
、
今
年
も
Ω

Ỿ
ン
ϖ
ー
ン
を
実
施
す

る
も
の
。

〈
ओ
な
取
Γ
૊
Έ
〉

ʓ
大
ܕ
ं
の
タ
イ
Ϡ

୤
ண
や
อ
क
を
行
う
関

係
者
に
対
し
て
、
適
切

な
タ
イ
Ϡ
୤
ண
作
業
や

อ
क
؅
理
の
重
要
性
に

つ
い
て
の
周
知
・
ܒ
ൃ

ʓ
例
年
、
ं
ྠ
୤
落
事
故

は
、
ౙ
用
タ
イ
Ϡ
へ
の
交
׵

な
ど
ं
ྠ
୤
ண
作
業
か
ら
１

Ỗ
２
か
月
後
が
大
半
を
占
め

て
お
り
、
積
雪
予
ใ
が
ൃ
せ

ら
れ
た
直
後
に
交
׵
作
業
が

ू
中
す
る
た
め
、
作
業
ミ
ス

が
ൃ
生
し
や
す
い
状
況
に
あ

る
。
不
適
切
な
୤
ண
作
業
を

防
͙
た
め
、
༨
༟
を
持
っ
て

正
し
い
୤
ண
作
業
を
行
え
る

よ
う
、
ౙ
用
タ
イ
Ϡ
交
׵
作

業
の
平
準
化
を
ਪ
ਐ

ʓ
ハ
ー
ド
対
策
で
あ
る
ं

ྠ
୤
落
予
ஹ
ݕ
知
૷
置
に
つ

い
て
の
ී
ٴ
ଅ
ਐ（
ࠃ
か
ら

最
大
５
ສ
ԁ
の
ิ
ॿ
／
ิ
ॿ

ۚ
ポ
ー
タ
ル
α
イ
ト
ࢀ
照
）

以
上
３
つ
の

取
り
組
み
に
つ

い
て
、
降
雪
地

Ҭ
だ
け
で
な

く
、
શ
ࠃ
に
周

知
・
ܒ
ൃ
׆
動

を
ల
։
す
る
こ

と
と
し
た
。

業
や
୤
ண
後
の
増
し
క
め
が

実
施
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
問

題
఺
が
ࢦ
ఠ
さ
れ
て
い
た
。

例
年
、
ं
ྠ
୤
落
事
故
は

ౙ
用
タ
イ
Ϡ
へ
の
交
׵
か
ら

１
Ỗ
２
か
月
後
が
大
半
を
占

め
、
積
雪
予
ใ
が
ൃ
せ
ら
れ

た
直
後
に
交
׵
作
業
が
ू
中

し
、
作
業
ミ
ス
が
ൃ
生
し
や

す
い
状
況
に
あ
る
。

作
業
ミ
ス
の
ൃ
生
に
対
し

て
は
、
ݕ
知
シ
ス
テ
ム
な
ど

の
ಋ
入
に
よ
る
ハ
ー
ド
対
策

も
今
後
期
଴
さ
れ
る
一
方
、

外
注
作
業
の
場
合
に
必
要
な

޻
具
な
ど
の
શ
て
を
有
し
て

い
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
を
含
め
、
不
適
切
な
୤
ண

作
業
が
行
わ
れ
て
い
た
事
例

が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
通
ৗ
の
降
雪
時
期
を
଴

た
ず
ૣ
期
に
ౙ
用
タ
イ
Ϡ
に

交
׵
す
る
な
ど
、
作
業
時
間

に
༨
༟
を
持
っ
て
正
し
い
୤

ண
作
業
を
行
え
る
よ
う
に
、

ౙ
用
タ
イ
Ϡ
へ
の
交
׵
作
業

の
平
準
化
を
ਪ
ਐ
す
る
。

શ
ト
ڠ
や
日
本
バ
ス
ڠ
会

の
実
施
事
項
と
し
て
は
、
整

උ
؅
理
者
に
タ
イ
Ϡ
୤
ண
作

業
؅
理
表
に
Ԋ
っ
た
作
業
の

実
施
、
結
Ռ
の
記
録
と
と
も

に
、
日
ৗ
఺
ݕ
表
を
࢖
用
し

て
σ
ィ
ス
ク
・
ホ
イ
ー
ル
の

取
付
状
態
の
఺
ݕ
を
行
う
こ

と
、
増
し
క
め
実
施
後
の
ホ

イ
ー
ル
・
φ
ッ
ト
の
؇
み
の

఺
ݕ
な
ど
の
確
実
な
実
施
を

求
め
て
い
る
。
ま
た
、
運
送

事
業
者
に
対
し
て
、
ౙ
用
タ

イ
Ϡ
交
׵
の
平
準
化
の
ほ

か
、
ं
ྠ
୤
落
事
故
防
止
の

た
め
の「
お
・
と
・
さ
・
な
・

い
」の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、

社
内
の
整
උ
؅
理
者
や
運
転

者
、
タ
イ
Ϡ
୤
ண
作
業
者
へ

確
実
に
実
施
さ
せ
る
こ
と
と

し
た
。
ಛ
に
、
୤
落
事
故
が

多
い
左
ଆ
後
ྠ
や
積
雪
地

Ҭ
、
ฮ
૷
さ
れ
て
い
な
い
ಓ

࿏
を
૸
行
す
る
大
ܕ
ं
に
つ

い
て
、
重
఺
的
な
఺
ݕ
・
整

උ
を
心
が
け
る
よ
う
求
め
て

い
る
。

さ
ら
に
、
શ
ࠃ
的
に「
大

ܕ
ं
の
ं
ྠ
୤
落
事
故
防
止

Ω
Ỿ
ン
ϖ
ー
ン
」を
ల
։
し
、

防
止
対
策
の
ప
ఈ
を
ਤ
る
こ

と
に
し
て
い
る
。

ඪ（
શ
モ
ー
ド
）は
、ù4
時
間

死
者
数
＝
55
人
以
Լ
、
重
ই

者
数
＝
６
０
０
人
以
Լ
、
人

਎
事
故
件
数
＝
６
３
４
０
件

以
Լ
、
ҿ
ञ
運
転
＝
θ
ロ
と

設
定
し
た
。

ト
ラ
ッ
ク
の
個
別
目
ඪ

（
Χ
ッ
ί
内
は
２
０
２
４
年

の
実
੷
）は
、
ù4
時
間
死
者

大
型
車
の
車
輪
脱
落
事
故
防
止
へ

ủ
̓
೥
౓
ۓ
ٸ
ର
ࡦ
Ứ

ࠃ
ަ
ল

ؔӡہ ؔ౦஍Ҭۀࣄ༻ࣗ動ं
安全施策２０２５を策定

ਖ਼
͠
͍
୤
ண
࡞
ۀ
ɾ
ౙ
༻
λ
Π
Ϡ
ަ
׵
の
ฏ
४
Խ
ప
ఈ
を

େܕ車の車ྠ୤མ事故
防止Ωϟϯϖʔϯ�国交省

10
月
Ỗ
来
೥
̎
月
ま
で
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଴
機
時
間
ほ
ど
ム
ダ
な
時

間
は
な
い
。
଴
機
時
間
は
θ

ロ
で
あ
っ
て
も
、
業
務
に
は

Կ
の
支
ো
も
な
い
か
ら
だ
。

つ
ま
り
、
運
௞
・
ྉ
ۚ
に
は

関
係
な
い
こ
と
に
な
る
。
従

っ
て
、
଴
機
時
間
を
୹
ॖ
す

る
こ
と
は
労
働（
଴
機
）
時

間
୹
ॖ
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト

の
一
つ
と
な
る
。
だ
が
、
଴

機
時
間
を
θ
ロ
に
す
る
の
は

物
理
的
に
೉
し
い
。そ
こ
で
、

限
り
な
く
θ
ロ
に
ۙ
づ
け
る

と
い
う
の
が
現
実
的
な
取
り

組
み
と
い
え
よ
う
。

大
部
分
の
事
業
者
は
、
σ

ジ
タ
ί
な
ど
の
σ
ー
タ
か
ら

଴
機
時
間
を
೺
Ѳ
し
て
い

る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
一
口
に

଴
機
時
間
と
い
っ
て
も「
事

業
者
都
合
」と「
荷
主
都
合
」

に
分
け
て
೺
Ѳ
し
て
い
る
だ

れ
る
ほ
ど
内
容
は
ந
象
的
に

な
り
が
ち
だ
」と
ߟ
え
、現
場

で
の
対
࿩
を
重
ࢹ
し
て
い
る
。

࿩
し
合
い
の
内
容
は
、
ド

ラ
イ
バ
ー
が
ス
Ϛ
ー
ト
フ
Ỽ

ン
か
ら
事
務
所
の
ύ
ι
ί

ン
へ
メ
ー
ル
で
ใ
ࠂ
し
、
必

要
に
応
じ
て
ࣸ
ਅ
も
ఴ
付
す

る
。
荷
主
の
୲
当
者
と
ଧ
ち

合
わ
せ
を
行
う
際
に
は
、
そ

の
資
ྉ
を
ノ
ー
ト
ύ
ι
ί
ン

に
ま
と
め
て
持
ࢀ
し
、
具
体

的
な
σ
ー
タ
を
も
と
に
改
ળ

策
を
ڠ
ٞ
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
事
業
者

都
合
の
଴
機
時
間
」
は
定
刻

出
ൃ
を
ప
ఈ
し
、
不
可
߅
ྗ

に
よ
る
஗
ண
に
は
ϖ
φ
ル
テ

ィ
を
Պ
さ
な
い
。
一
方
、「
荷

主
都
合
の
଴
機
時
間
」
は
現

場
ご
と
に
要
因
を
分
ੳ
し
、

改
ળ
策
を
講
じ
る
こ
と
が
有

ޮ
で
あ
る
。

（
෺
ྲྀ
δ
Ỿ
ồ
φ
Ϧ
ε
τ

৿
ా
෋
࢜
෉
）

ろ
う
か
。
଴
機
時
間
の
୹
ॖ

に
取
り
組
む
に
は
、
事
業
者

都
合
と
荷
主
都
合
と
を
分
け

た
଴
機
時
間
の
σ
ー
タ
が
必

要
で
、
そ
れ
ぞ
れ
଴
機
時
間

を
୹
ॖ
す
る
た
め
の
ア
プ
ロ

ー
ν
が
違
う
た
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
σ
ー
タ
を
分
離
し
、
೺

Ѳ
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

例
え
ば
、
ே
̔
時
が
ࢦ
定

時
間
だ
っ
た
と
す
る
。
し
か

し
、７
時
に
౸
ண
し
て
଴
機

し
た
場
合
、
こ
の
１
時
間
は

事
業
者
都
合
と
な
る
ٯ。
に
、

̔
時
が
ࢦ
定
時
間
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
実
際
の
積
み
ࠐ
み

が
９
時
か
ら
始
ま
れ
ば
、
こ

の
１
時
間
は
荷
主
都
合
に
当

た
る
。

で
は
、
な
ͥ
̔
時
が
ࢦ
定

時
間
な
の
に
７
時
に
౸
ண
す

と
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
ૣ
め
に

出
ൃ
す
る
た
め
だ
。
従
来
は

当
た
り
前
だ
っ
た
が
、
労
働

時
間
୹
ॖ
が
՝
題
と
な
っ
た

今
で
は
、
こ
れ
が
大
き
な
問

題
と
な
っ
て
い
る
。
ド
ラ
イ

バ
ー
を
੹
め
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
が
、
不
必
要
な
߆
ଋ

時
間
が
確
実
に
１
時
間
長
く

な
る
。

こ
う
し
た「
事
業
者
都
合

の
଴
機
時
間
」
を
࡟
ݮ
し
た

事
業
者
も
あ
る
。
ൃ
ண
荷
主

と
ڠ
ٞ
し
、
ಓ
࿏
事
情
な
ど

に
支
ো
が
な
け
れ
ば
̔
時
に

ண
け
る
時
刻
に
事
業
所
を
出

ൃ
す
る
こ
と
と
し
、
不
可
߅

ྗ
で
஗
れ
る
場
合
に
は
、
ϖ

φ
ル
テ
ィ
ー
な
ど
を
Պ
さ
な

い
ル
ー
ル
を
定
め
た
。
た
だ

し
、
஗
れ
る
場
合
に
は
必
ず

࿈
བྷ
を
入
れ
る
体
制
を
整

え
、
荷
主
ଆ
で
も
出
荷
作
業

の
手
ॱ
を
調
整
す
る
な
ど
取

り
ܾ
め
を
行
っ
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
安
心

し
て
定
刻
に
出
ൃ
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
無
ବ
な
߆
ଋ
時

間
の
࡟
ݮ
に
つ
な
が
っ
た
。

次
に「
荷
主
都
合
の
଴
機

時
間
」
の
୹
ॖ
で
あ
る
。
こ

れ
は
現
場
ご
と
に
よ
っ
て
状

況
が
ҟ
な
る
た
め
、
଴
機
が

ൃ
生
す
る
原
因
を
分
ੳ
し
、

そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
た
対
応
が

必
要
と
な
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
ま
ず
現
場
の
問
題
఺
を

೺
Ѳ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
各
事
業
者
に
よ
っ
て
そ

の
方
法
は
ҟ
な
る
が
、
య
ܕ

的
な
事
例
を
঺
介
す
る
と
、

あ
る
ù5
台
ن
໛
の
事
業
者
の

経
Ӧ
者
は
、
機
会
を
み
て
自

ら
現
場
に
足
を
運
び
、
ド
ラ

イ
バ
ー
と
଴
機
の
原
因
に
つ

い
て
直
઀
࿩
し
合
っ
て
い

る
。
こ
の
経
Ӧ
者
は「
ド
ラ

イ
バ
ー
か
ら
ຖ
日
࿩
を
聞
い

て
い
る
が
、
時
間
が
経
っ
た

り
、
現
場
か
ら
の
ڑ
離
が
離

る
の
か
。
ಓ
࿏
ࠞ
雑
な
ど
予

期
せ
ぬ
事
態
で
̔
時
に
౸

ண
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
荷

主
か
ら
会
社
に
ϖ
φ
ル
テ
ィ

ー
が
Պ
さ
れ
て
は
な
ら
な
い

荷主と待機時間のルールづくり

実態分析で作業改善策を協議

଴
ػ
࣌
ؒ
θ
ϩ
ʹ
ۙ
ͮ
͚
Δ

東
京
都
は
、
都
内
中
小
企

業
な
ど
の
௞
上
げ
や
働
き
方

の
変
化
に
対
応
し
た

௞
ۚ
制
度
の
整
උ
を

ଅ
ਐ
す
る
た
め
、
ઐ

໳
家
に
よ
る
制
度
整

උ
の
支
援
や
新
た
な

௞
ۚ
制
度
な
ど
に
関

す
る
周
知
ܒ
ൃ
、
௞

上
げ
に
取
り
組
ん
だ

企
業
の
޷
事
例
な
ど

を「
̩
̤
̠
̮
̤
は

た
ら
く
ω
ッ
ト
」
で

঺
介
し
て
い
る
。

10
月
３
日
か
ら
東

京
都
最
௿
௞
ۚ
が
１

２
２
６
ԁ
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
事
業
者

を
Ӧ
ん
で
い
る
中
小
企
業
な

ど
▽
実
施
方
法
＝
社
会
อ
ݥ

労
務
࢜
ま
た
は
中
小
企
業
਍

断
࢜
を
企
業
に
೿
）ݣ
೿
ݣ

ྉ
無
ྉ
）。１
社
当
た
り
最
大

５
ճ
೿
）ݣ
１
ճ
当
た
り
原

則
ú0
分
以
上
２
時
間
以
内
）

申
し
ࠐ
み
は
、
オ
ン
ラ
イ

ン
ま
た
は
༣
送
で
行
う
。

本
事
業
に
よ
り
௞
ۚ
制
度

整
උ
の
た
め
の
ઐ
໳
家
೿
ݣ

を
ड
け
、
௞
上
げ
に
取
り
組

ん
で
い
る
中
小
企
業
は
、
東

京
都
中
小
企
業
制
度
༥
資

「
社
会
՝
題
解
ܾ
༥
資（
働
き

方
改
ֵ
支
援
）」
の
対
象
に

な
り
、
৴
用
อ
ূ
ྉ
３
分
の

２
の
ิ
ॿ
を
ड
け
る
こ
と
が

で
き
る
。

ʓ
௞
্
͛
૬
ஊ
૭
ޱ

શ
日
本
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
・

日
本
貨
物
運
送
ڠ
ಉ
組
合
࿈

合
会
の
求
荷
求
ं
情
ใ
ω
ッ

ト
ワ
ー
ク
̬
̴
̱
̠
̞
̩
の

成
約
運
௞
ࢦ
数
に
よ
る
と
、

９
月
の
ࢦ
数
は
１
３
̔
で
、

前
月
よ
り
５
⻲
、
前
年

ಉ
月
を
４
⻲
そ
れ
ぞ
れ

Լ
ճ
っ
た
。

運
௞
ࢦ
数
が
前
年
ಉ

月
を
Լ
ճ
っ
た
の
は
、
令
和

３
年
６
月
以
来
の
こ
と
。
し

か
し
な
が
ら
、
運
௞
水
準
は

高
い
状
況
で
ਪ
Ҡ
し
て
い
る
。

荷
物
情
ใ（
求
ं
）
ొ
録

件
数
は
14
ສ
３
２
５
３
件

で
、
前
年
ಉ
月
ൺ
ù5
・
５
％

ݮ
গ
。
成
約
率
は
16
・
̔
％

で
ಉ
４
・
̔
⻲
増
加
し
た
。

ࠃ
౔
交
通
省
は
、
令
和
７

年
度「
物
流
ڌ
఺
機
能
ڧ
化

支
援
事
業
අ
ิ
ॿ
（ۚ
災
害

時
の
支
援
物
資
༌
送
体
制
ߏ

ங
ଅ
ਐ
事
業
）」に
つ
い
て
、

４
次
ެ
ื
の
申
੥
ड
付
を
実

施
し
て
い
る
。
ಉ
事
業
は
、

災
害
時
の
ラ
ス
ト
Ϛ
イ
ル
に

お
け
る
ԁ
׈
な
支
援
物
資
༌

送
体
制
の
ߏ
ங
・
ڧ
化
を
ଅ

す
た
め
、
׭
ຽ
が
࿈
ܞ
し
て

行
う
支
援
物
資
༌
送
܇
࿅
に

要
す
る
経
අ
の
一
部
に
ิ
ॿ

を
行
う
も
の
。

ิ
ॿ
対
象
事
業
者
の
要
件

は
、
地
方
ެ
ڞ
ஂ
体
と
物
流

事
業
者（
貨
物
自
動
ं
運
送

事
業
者
、
貨
物
利
用
運
送
事

業
者
等
）な
ど
で
ߏ
成
す
る

ڠ
ٞ
会
な
ど
。

ิ
ॿ
対
象
と
な
る
事
業
経

අ
は
、
܇
࿅
の
実
施
に
必
要

な
企
ը
制
作
අ
、
ཱྀ
අ
・
交

通
අ
、
物
流
ઐ
໳
家
な
ど
の

外
部
有
識
者
に
対
す
る
ॾ
ँ

ۚ
、
資
機
ࡐ
等
の
आ
上
げ
に

係
る
経
අ
、
೩
ྉ
අ
、
通
৴

අ
、ҹ
࡮
੡
本
අ
、ফ
໣
඼
අ
。

ิ
ॿ
率
は
２
分
の

１
以
内
、
１
事
業
者

当
た
り
の
ิ
ॿ
ۚ
上

限
ֹ
は
４
０
０
ສ
ԁ

（
申
੥
が
予
算
ֹ
を

上
ճ
っ
た
場
合
や
׬

ྃ
実
੷
ใ
ࠂ
の
৹
査

結
Ռ
に
よ
り
、
要
望

ֹ
શ
て
に
対
し
て
交

付
し
な
い
場
合
が
あ

東
京
都
環
境
局

は
、
環
境
関
࿈
の
ิ

ॿ
制
度
や
各
छ
支
援

策
を
分
か
り
や
す
く

঺
介
し
た
࡭
子『
エ

ί
α
ポ
ー
ト
２
０
２

５
』
を
ൃ
行
し
た
。

省
エ
ω
や
再
生
可
能

௞
上
げ
や
௞
ۚ
制
度
整
උ

に
つ
い
て
、
社
会
อ
ݥ
労
務

࢜
が
１
Ҋ
件
１
ճ
限
り
で
行

う
50
分
間
の
面
談
に
よ
る
ॿ

言
を
、
無
ྉ
で
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

▽
実
施
場
所
＝
労
働
相
談

情
ใ
η
ン
タ
ー（
ઍ
代
田
区

൧
田
ڮ
３
の
10
の
３
東
京
し

ご
と
η
ン
タ
ー
９
階
）

▽
相
談
日
時
＝
ຖ
ि
໦
༵

日
ޕ
前
９
時
ú0
分
Ỗ
ޕ
前
11

時
ú0
分（
１
日
２
࿮
）
˞
ॕ

日
、
1ù
月
ùĀ
日
Ỗ
１
月
３
日

を
除
く

来
所
予
約
は
、
労
働
相
談

情
ใ
η
ン
タ
ー・൧
田
）ڮ
ὸ

0ú
・
３
２
６
５
・
６
１
１
０
）

ま
で
。

ৄ
ࡉ
は
、
̩
̤
̠
̮
̤
は

た
ら
く
ω
ッ
ト
を
ࢀ
照
。

に
は
௞
上
げ
な
ど
の
対
応
が

求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る

が
、
都
が
行
う「
企
業
へ
の

ઐ
໳
家
೿
ݣ
」
や「
௞
上
げ

相
談
૭
口
」
な
ど
を
׆
用
で

き
る
。

ʓ
ا
ۀ
΁
の
ઐ
໳
Ո
೿
ݣ

௞
上
げ
の
手
法
や
௞
ۚ
・

ୀ
職
ۚ
制
度
な
ど
の
見
直
し

に
つ
い
て
、
ઐ
໳
家（
社
会

อ
ݥ
労
務
࢜
ま
た
は
中
小
企

業
਍
断
࢜
）を
企
業
に
೿
ݣ

し
、ॿ
言
を
行
う
。

▽
申
੥
期
間
＝
令
和
̔
年

１
月
ú1
日
ま
で（
申
੥
数
が

予
定
件
数
に
達
し
た
場
合

は
、ड
付
を
క
め
切
る
）

▽
対
象
者
＝
都
内
で
事
業

る
）。ެื

期
間
は
10
月
ù4
日
ま

で（
必
ண
）。
申
੥
は
、申
੥

書
ྨ
一
ࣜ
を
༣
送
も
し
く
は

電
子
メ
ー
ル
に
て
ఏ
出
。
ৄ

ࡉ
は
、
ࠃ
交
省
ホ
ー
ム
ϖ
ー

厚
生
労
働
省
、
中
小
企
業

庁
お
よ
び
ެ
正
取
Ҿ
ҕ
員
会

は
、11
月
を「
し
わ
د
せ
」防

止
Ω
Ỿ
ン
ϖ
ー
ン
月
間
と

し
て
、「
し
わ
د
せ
」防
止
に

向
け
た
取
り
組
み
を
ల
։
す

る
。
大
企
業
・
ҕ
ୗ
事
業
者

に
よ
る
長
時
間
労
働
の
࡟
ݮ

な
ど
の
取
り
組
み
が
、
Լ
੥

エ
ω
ル
ギ
ー
ಋ
入
、
資
ݯ
॥

環
の
ਪ
ਐ
な
ど
、
都
ຽ
や
事

業
者
が
利
用
で
き
る
ิ
ॿ
制

度
や
支
援
策
を
໢
ཏ
し
、
環

境
施
策
の
実

ફ
を
後
押
し

す
る
ૂ
い
だ
。

࡭
子
で

は
、
省
エ
ω

設
උ
ߋ
新
や

再
エ
ω
利
用

ଅ
ਐ
に
向
け
た
ิ
ॿ
ۚ
、
ഇ

غ
物
࡟
ݮ
・
リ
α
イ
ク
ル
関

࿈
の
支
援
策
、
୤
୸
ૉ
化
社

会
実
現
に
資
す
る
事
業
な
ど

を
分
໺
ご
と
に
঺
介
。
各
制

度
の
֓
要
や
対
象
者
、
申
੥

૭
口
、
問
い
合
わ
せ
先
を
一

ཡ
ܗ
ࣜ
で
掲
載
し
て
い
る
。

ಉ
局
は
、
都
ຽ
や
事
業
者

の
環
境
分
໺
へ
の
取
り
組
み

を
後
押
し
す
る
た
め
、
࡭
子

の
׆
用
を
ݺ
び
か
け
て
い
る
。

ジ
を
ࢀ
照
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
ࠃ
交

省
物
流
・
自
動
ं
局
物
流
੓

策
՝（
ὸ
0ú
・
５
２
５
３
・

̔
１
１
１
〈
内
ઢ
41
・
̔
２

３
、41
・
̔
５
３
〉）

等
中
小
事
業

者
に
対
す
る

適
正
な
ί
ス

ト
ෛ
୲
を
൐
わ
な
い
୹
ೲ
期

ൃ
注
、
ٸ
な
仕
様
変
ߋ
、
人

員
೿
ݣ
お
よ
び
ෟ
帯
作
業
の

要
੥
な
ど
の「
し
わ
د
せ
」

の
防
止
へ
、
ू
中
的
に
ޮ
Ռ

的
な
周
知
・
ܒ
ൃ
を
実
施
す

る
。ৄ

ࡉ
は
、「
し
わ
د
せ
」防

止
ಛ
設
α
イ
ト
を
ࢀ
照
。

̩̤ ̠̮ ̤͸ͨΒ͘ ωοトͰ৘ใఏڙ 東
ژ
౎

運
賃
指
数

Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ

９
月
は
１
３
８
に

前
年
比
４
㌽
減
少

શ τ ڠ
೔՟ڠ࿈

ϥ
ε
τ
Ϛ
Π
ϧ
܇
࿅
ʹ
ิ
ॿ

ࠃ
ަ
ল

౦ژ౎
を発行؀「エコサポート２０２５」ہڥ؀

ڥ
ؔ
࿈
の
ิ
ॿ
ɾ
ࢧ
ԉ
ࡦ
を
Ұ
࡭
ʹ

10݄2û೔·Ͱ�࣍ެื

11
月
は「
し
わ
寄
せ
」防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間
ް
࿑
ল
ͳ
Ͳ

࠷
௞
Ҿ
͖
্
͛
ࢧ
ԉ



ୈ1��0号 ̎̌ ̎̑ ೥ʢྩ࿨̓೥ʣ��݄��೔ ڠ（ � ） 会

øþ
೔

ւ
上
ί
ン
テ
φ
ઐ
໳

部
会
役
員
会
▽
੨
年
部
正
෭

本
部
長
会
ٞ

øÿ
೔

Ҿ
ӽ
ઐ
໳
部
会
Ҿ
ӽ

؅
理
者
講
श

ùø
೔

ळ
の
શ
ࠃ
交
通
安
શ

運
動（
Ỗ
ú0
日
）

ùù
೔

未
来
ܕ
ά
リ
ー
ン
・

øý
೔
 

14
時
＝
出
൛
・
ҹ

࡮
・
੡
本
・
取
次
ઐ
໳
部

会
出
൛
物
関
係
༌
送
࠙
談

会（
東
ト
総
合
会
館
）

øþ
೔
 

15
時
ú0
分
＝
৯
ྐ

ઐ
໳
部
会
࠭
౶
ҕ
員
会

（
東
ト
総
合
会
館
）

øÿ
೔
​

̔
時
ú0
分
＝
本
部

健
康
਍
断（
東
ト
総
合
会

館
／
Ỗ
1Ā
日
）

ùø
೔
 

10
時
＝
Ҿ
ӽ
ઐ
໳

部
会
Ҿ
ӽ
؅
理
者
講
श

（
東
ト
総
合
会
館
）
˝
14

時
＝
女
性
部
正
෭
本
部
長

会
（ٞ
ಉ
）
˝
15
時
＝
ಉ

װ
事
会（
ಉ
）
˝
16
時
＝

ࡾ
組
৫
࿈
བྷ
会（
ಉ
）

ùú
೔
 

９
時
・
1ú
時
ú0
分

＝
ී
通
ٹ
໋
講
श（
東
ト

総
合
会
館
／
Ỗ
ù4
日
）
˝

10
時
＝
ロ
ジ
研
Թ
故
૑
新

η
ミ
φ
ー（
ௗ
取
・
ౡ
ࠜ

ừ
̕
݄
16
Ỗ
30
೔
Ử

ừ
10
݄
16
Ỗ
31
೔
Ử

エ
ί
プ
ロ
ジ
ỻ
ク
ト
ݕ
౼
小

ҕ
員
会
▽
環
境
ҕ
員
会

ùû
೔

東
ト
ڠ
街
頭
ࢦ
ಋ
׆

動「
統
一
実
施
日
」
▽
東
京

運
༌
支
局
・
街
頭
ݕ
査
に
ڠ

ྗ
▽
మ
߯
ઐ
໳
部
会
安
શ
環

境
ҕ
員
会
▽
੨
年
部
װ
事

会
・
࠙
਌
会

ùý
೔

Ҿ
ӽ
ઐ
໳
部
会
正
෭

部
会
長
会

ùĀ
೔

経
Ӧ
教
育
ҕ
員
会

ᜊ
౻

ਖ਼
෉
）ࢯ
ை
見
運

༌
代
表
取
క
役
社
長
・
ߐ
ށ

川
支
部
）９
月
ù4
日
、
心
ے

ߎ
࠹
の
た
め
死
去
。
8ù
歳
。

通
夜
は
10
月
４
日
、
ࠂ
別
ࣜ

は
翌
５
日
、
η
レ
モ
χ
ー
ホ

ー
ル
安
井
で
ࣥ
り
行
っ
た
。

૕
主
は
長
男
、߶
ࢯ
。

ừ
ઍ
୅
ా
ࢧ
෦
Ử

◆
大
和
ラ
イ
フ
ω
ク
ス
ト

ג
ࣜ
会
社
＝
ઍ
代
田
区
൧
田

ڮ
２
の
18
の
２
大
和
ハ
ウ

ス
۝
段
ビ
ル
６
Ｆ
▽
ὸ
0ú
・

県
／
Ỗ
ù5
日
）

ùû
೔
 

˝
14
時
＝
ト
ラ
ッ

ク
フ
ỻ
ス
タ
̩
̤
̠
̮
̤

２
０
２
５
に
係
る
支
部
ใ

ࠂ
会（
東
ト
総
合
会
館
／

̬
̴
̱
ซ
用
）
˝
15
時
＝

ಉ
実
行
プ
ロ
ジ
ỻ
ク
ト
ワ

ー
Ω
ン
ά
ά
ル
ー
プ
会
ٞ

（
ಉ
）
˝
15
時
＝
Ҿ
ӽ
ઐ

໳
部
会
役
員
会（
東
ト
総

合
会
館
）

ùý
೔
 

۝
都
県
ࢢ
合
ಉ
防

災
܇
࿅（
ઍ
༿
県
ί
ー
ス
）

５
２
１
４
・
５
０
３
３
▽
一

ൠ
貨
物
運
送
、利
用
運
送

◆
Ϡ
Ϛ
ト
運
༌
ג
ࣜ
会
社

東
東
京
主
؅
支
店
＝
ߐ
東
区

ࢬ
川
３
の
７
の
1Ā
５
Ｆ
▽

ὸ
0ú
・
６
３
６
１
・
０
６
５

４
▽
一
ൠ
貨
物
運
送（
ී
通

ं
１
２
９
台
、小
ܕ
ं
ú4
台
）

ừ
ଟ
ຎ
ࢧ
෦
Ử

◆
有
限
会
社
ਅ
ݓ
運
༌
＝

෎
中
ࢢ
ੋ
੓
１
の
54
の
ù5
▽

ὸ
０
４
２
・
３
６
４
・
０
６

９
４
▽
一
ൠ
貨
物
運
送（
ී

通
ं
̔
台
）、利
用
運
送

東
ト
ڠ
多
ຎ
支
部

（
ּ
原
࢙
久
支
部
長
）

は
９
月
ù4
日
、
立
川

ࢢ
の
ホ
テ
ル
エ
ミ
シ

ア
東
京
立
川
で「
交

通
事
故
・
労
働
災
害

防
止
大
会
」
を
։
࠵

し
、
交
通
・
労
災
事

故
θ
ロ
を
目
ࢦ
し
、

安
શ
に
対
す
る
取
り

組
み
を
一
層
ਪ
ਐ
す

る
と
と
も
に
、
社
会

ߩ
ݙ
を
し
ଓ
け
る

「
交
通
・
労
災
事
故

θ
ロ
એ
言
」を
行
っ
た
。

大
会
で
は
、
支
部
安
શ
Ӵ

生
ҕ
員
会
の
後
藤
༟
ོ
ҕ
員

長
の
։
会
あ
い
さ
つ
に
ଓ
い

て
、
主
࠵
者
あ
い
さ
つ
と
し

て
、ּ
原
支
部
長
は
、「
事
業

者
が
ま
ず
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
は
、
従
業
員
た

ち
の
安
心
・
安
શ
な
職
場
づ

く
り
だ
。
今
年
は
໠
ॵ
が
ଓ

い
た
が
、
今
後
も
೤
中
঱
対

策
は
必
要
で
あ
り
、
従
業
員

に
意
識
さ
せ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
զ
々
の
仕
事

は
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、
止
め

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
୭
か

が
運
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
か
ら
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が

健
康
で
働
け
る
よ
う
な
環
境

づ
く
り
を
お
ئ
い
す
る
。
安

શ
の
前
に
は
健
康
が
あ
り
、

健
康
ୈ
一
で
安
શ
に
注
意
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
ड़
べ

た
。来

ෂ
と
し
て
、
ܯ
ࢹ
庁
立

川
ܯ
࡯
ॺ
の
小
ೇ
ӳ
೭
交
通

՝
長
、
立
川
労
働
ج
準
؂
ಜ

ॺ
の
柳
多
լ
子
ॺ
長
お
よ
び

東
ト
ڠ
の
৿
本
উ
໵
෭
会
長

（
運
༌
安
શ
ҕ
員
長
）、
஛
内

੓
࢘
෭
会
長
、
中
ཬ
直
೭
業

務
部
長
、
陸
上
貨
物
運
送
事

業
労
働
災
害
防
止
ڠ
会
東
京

都
支
部
会
の
ੴ
原
ढ़
和
陸
運

災
防
ࢦ
ಋ
員
が
出
੮
。

来
ෂ
と
し
て
あ
い
さ
つ
し

た
小
ೇ
՝
長
は
、「
１
件
で

も
交
通
事
故
を
ݮ
ら
す
た
め

に
、
健
康
؅
理
の
ప
ఈ
、
ສ

શ
の
ं
両
整
උ
、
໛
ൣ
的
な

安
શ
運
転
を
お
ئ
い
し
た

い
」と
ݺ
び
か
け
た
。
ま
た
、

柳
ॺ
長
は
、「
労
働
災
害
防

止
に
は
、
働
き
方
改
ֵ
の
ਪ

然
防
止
の
た
め
、
安
શ
運
転

意
識
の
向
上
を
お
ئ
い
し
た

い
」と
ड़
べ
た
。

大
会
ୈ
１
部
で
は
、
立
川

労
働
ج
準
؂
ಜ
ॺ
ୈ
ࡾ
方
面

主
೚
؂
ಜ
׭
の
ࢁ
田
ཽ
ࢯ
が

「
೤
中
঱
対
策
と
労
働
災
害

防
止
に
つ
い
て
」
と
題
し
て

講
ԋ
。

ࢁ
田
ࢯ
は
、
೤
中
঱
に
よ

る
死
๢
災
害
の
多
ൃ
を
踏
ま

え
た
労
働
安
શ
Ӵ
生
法
の
改

正
な
ど
、
必
要
な
対
策
に
つ

い
て
解
આ
す
る
と
と
も
に
、

ॵ
さ
に
対
応
す
る
た
め
の
ॵ

೤
ॱ
化
の
重
要
性
を
は
じ

め
、
各
事
業
者
の
取
り
組
み

な
ど
を
঺
介
。
ま
た
、
死
๢

災
害
防
止
、
荷
役
労
災
防
止

の
取
り
組
み
を
求
め
た
。

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
環

境
ҕ
員
会（
஛
内
੓
࢘
ҕ
員

長
）は
９
月
ùù
日
、
東
ト
総

合
会
館
で
令
和
７
年
度
ୈ

１
ճ
ҕ
員
会（
̬
̴
̱
ซ
用
）

を
։
࠵
し
、
環
境
の
อ
શ
に

関
す
る
事
業
の
環
境
改
ળ

ଅ
ਐ
事
業
、
ά
リ
ー
ン
・
エ

ί
プ
ロ
ジ
ỻ
ク
ト（
̜
̚
̥
）

事
業
の
ਐ
௙
状
況
を
ใ
ࠂ
す

る
と
と
も
に
、
未
来
ܕ
̜
̚

̥
ݕ
౼
小
ҕ
員
会
の
ใ
ࠂ
に

昨
今
の
ҟ
ৗ
気

象
は
地
ٿ
Թ
ஆ

化
や
̘
̤
２
ഉ

出
を
原
因
と
し

台
の
ほ
か
、
ハ
イ
ϒ
リ
ッ
ド

ト
ラ
ッ
ク（
શ
ト
ڠ
ิ
ॿ
）

71
台
が
申
੥
。
̚
̢
̨
・
̙

̧
用
機
ث
を
は
じ
め
、
省
エ

ω
対
策
用
機
ث
ಋ
入
ิ
ॿ
の

申
੥
を
ड
け
付
け
て
い
る
。

̜
̚
̥
事
業
で
は
、
今
年

度
の
׆
動
状
況
と
し
て
、̔

月
຤
時
఺
の
̜
̚
̥
ࢀ
加
事

業
者
数
が
５
５
７
社（
ं
両

数
１
ສ
̔
̔
４
０
台
）。こ
れ

ま
で
各
η
ミ
φ
ー
を
68
ճ
։

࠵
し
３
５
２
人（
̬
̴
̱
２

２
９
人
）が
ࢀ
加
し
て
い
る
。

ま
た
、
̜
̚
̥
ࢀ
加
事
業

者
を
対
象
と
し
た
イ
ン
η
ン

テ
ィ
ϒ
ิ
ॿ
事
業
、「
̜
̚

̥
㏯̟
̤
̗
α
イ
ト
」
の
実

施
状
況
の
ほ
か
、「
ト
ラ
ッ

ク
フ
ỻ
ス
タ
̩
̤
̠
̮
̤

２
０
２
５
」
で
̜
̚
̥
ト
ッ

プ
ラ
ン
φ
ー
༏
ल
賞
表
জ
の

実
施
を
ใ
ࠂ
し
た
。

ଓ
い
て
、
未
来
ܕ
̜
̚
̥

ݕ
౼
小
ҕ
員
会（
藤
૔
ହ
ಙ

小
ҕ
員
長
）が
今
後
の
̜
̚

̥
の
あ
り
方（
方
向
性
）と

な
る
̙
Ｘ
な
ど
に
つ
い
て
ݕ

౼
状
況
を
ใ
ࠂ
。
小
ҕ
で
は

̜
̚
̥
ࢀ
加
事
業
者
を
対
象

に
、
̙
Ｘ
化
ア
ン
έ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
た
。
結
Ռ
に
よ

る
と
、
૸
行
؅
理
表
の
ࢴ
ഔ

体
か
ら
̙
Ｘ
へ
の
変
ߋ
に
つ

い
て
、「
今
の
ま
ま（
ࢴ
）の

方
が
よ
い
」（
47
・
４
％
）、

「
σ
ジ
タ
ル
に
変
え
て
も
よ

い
」（
ú0
・
２
％
）、「
ど
ち
ら

で
も
よ
い
」（
17
・
５
％
）と

ճ
౴
。
೩
අ
結
Ռ
表
な
ど

の
ఏ
ڙ
の
ࢴ
ഔ
体
か
ら
̙

Ｘ
へ
の
変
ߋ
に
つ
い
て
は
、

「
σ
ジ
タ
ル
に
変
え
て
も
よ

い
」（
41
・
̔
％
）、「
今
の
ま

ま（
ࢴ
）の
方
が
よ
い
」（
ú4
・

７
％
）、「
ど
ち
ら
で
も
よ
い
」

（
ù0
・
４
％
）と
な
っ
て
い

る
。
̙
Ｘ
へ
の
ݒ
೦
ࡐ
ྉ
と

し
て
、「
ド
ラ
イ
バ
ー
の
高

齢
化
」「
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
周

知・ప
ఈ
す
る
時
間
の
確
อ
」

「
現
場
か
ら
の
や
り
方
を
変

え
る
こ
と
へ
の
఍
߅
感
」「
؅

理
者
へ
の
運
行
؅
理
体
制
の

整
උ
」
を
挙
げ
る
事
業
者
が

多
い
。「
ࢴ
の
や
り
と
り
の

方
が
ί
ミ
ュ
χ
έ
ー
シ
ョ
ン

が
取
れ
る
」「
̙
Ｘ
に
よ
る
業

務
ෛ
୲
ܰ
ݮ
が
で
き
る
」
な

ど
の
意
見
が
あ
る
一
方
、
ࢴ

と
σ
ジ
タ
ル
の
ڞ
ଘ
を
求
め

る
意
見
も
あ
る
。

藤
૔
小
ҕ
員
長
は
、
̜
̚

̥
事
業
を
ܧ
ଓ
し
て
実
施
す

る
た
め
に
̙
Ｘ
の
取
り
組
み

が
必
要
と
し
て
お
り
、
̜
̚

̥
の
̙
Ｘ
の
Ҋ
と
し
て
、
૸

行
؅
理
表
の
ఏ
出
に
つ
い

て
、「
手
書
き
の
؅
理
表
を

̥
̙
Ｆ
変
׵
・
σ
ー
タ
送

৴
」「
̚
͇
̲
̴
̻
入
ྗ
・
σ

ー
タ
送
৴
」と
と
も
に
、「
σ

ジ
タ
ί
の
σ
ー
タ
調
整
・
送

৴
」「
ス
Ϛ
ー
ト
フ
Ỽ
ン
・
タ

ϒ
レ
ッ
ト
୺
຤
で
の
直
઀
入

ਐ
や
職
場
環
境
の
改
ળ

が
必
要
だ
。
今
後
と
も

୲
い
手
の
確
อ
、育
成
、

定
ண
を
ਤ
る
؍
఺
か
ら

も
労
災
防
止
に
౒
め
て

ほ
し
い
」と
求
め
た
。

৿
本
෭
会
長
は
、
ト

ラ
ッ
ク
フ
ỻ
ス
タ
։
࠵

へ
の
ڠ
ྗ
に
感
ँ
の
言

༿
を
ड़
べ
た
上
で
、「
会

員
ୈ
一
当
死
๢
事
故
件

数
が
昨
年
を
上
ճ
っ

て
お
り
、
交
通
事
故
未

ଓ
い
て
ୈ
２
部
で
は
、
̢

̨
ˍ
Ａ
̙
イ
ン
タ
ー
リ
ス
ク

総
研
シ
χ
ア
ί
ン
α
ル
タ
ン

ト
の
ּ
間
ప
໵
ࢯ
が「
ώ
ュ

ー
Ϛ
ン
エ
ラ
ー
防
止
対
策
Ỗ

ώ
ュ
ー
Ϛ
ン
エ
ラ
ー
の
本
࣭

と
対
策
を
理
解
す
る
Ỗ
」
を

講
ԋ
。
ώ
ュ
ー
Ϛ
ン
エ
ラ
ー

ൃ
生
の
メ
Χ
χ
ズ
ム
を
体
験

し
た
ほ
か
、
人
は
ミ
ス
を
起

こ
し
や
す
い
と
い
う
前
ఏ

で
、
防
止
策
に
取
り
組
む
こ

と
が
重
要
と
し
た
。

最
後
に
、
安
શ
Ӵ
生
各
ҕ

員
が
ొ
ஃ
し
、
代
表
し
て

ࠤ
々
໦
和
޾
ҕ
員
が「
交
通・

労
災
事
故
θ
ロ
એ
言
」
を
ಡ

み
上
げ
、
満
場
の
ഥ
手
で
࠾

択
。
古
川
৏
෭
ҕ
員
長
が
ด

会
の
あ
い
さ
つ
を
ड़
べ
た
。

東
ト
ڠ
は
11
月

1ú
日
、
શ
日
本
ト

ラ
ッ
ク
ڠ
会
と
の

ڞ
࠵
に
よ
り
、
令

和
７
年
度「
過
労

死
等
防
止
対
策
η

ミ
φ
ー
Ỗ
健
康
起

因
事
故
の
࡟
ݮ
を

目
ࢦ
し
て
Ỗ
」
を

։
࠵
す
る
。
時
間

は
ޕ
後
１
時
ú0
分

Ỗ
４
時
ú0
分
、
会

場
は
東
ト
総
合
会

館
７
階
大
会
ٞ
ࣨ
。

ड
講
対
象
は
、

リ
テ
ィ
ί
ン
α
ル
テ
ィ
ン
ά

部
の
ו
生
め
͙
み
ࢯ
。

具
体
的
な
内
容
は
、
①
過

労
死
等
と
健
康
起
因
事
故
の

現
状
と
ࠃ
の
動
向
、
生
׆
श

׳
の
改
ળ
の
必
要
性
・
重
要

性（
࠲
学
）、②
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
の
生
׆
श
׳
改
ળ

方
法
を
ߟ
え
る（
ά
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
）、
③
健
康
ν
ỻ
ッ

ク
シ
ー
ト
の
࢖
用
方
法
と
解

આ（
個
人
ワ
ー
ク
・
࠲
学
）、

④
健
康
؅
理
の
取
り
組
み
確

認
に
つ
い
て（
ά
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
）、
ᶇ
健
康
؅
理
の
取

り
組
み
状
況
・
資
ྉ
ू
の
解

આ（
࠲
学
）。

本
η
ミ
φ
ー
は
安
શ
性
ධ

Ձ
事
業（
̜
Ϛ
ー
ク
）の
加

఺
対
象
と
な
り
、
म
ྃ
者
に

は
ड
講
ূ
明
書
を
ൃ
行
す
る
。

申
し
ࠐ
み
は
、
東
ト
ڠ
ホ

ー
ム
ϖ
ー
ジ
の「
申
ࠐ
フ
Ỽ

ー
ム
」
か
ら
10
月
ú1
日
ま
で

に
行
う
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
東
ト

ڠ
業
務
部
交
通・環
境
（̜
ὸ

0ú
・
３
３
５
９
・
６
２
５
７
）

つ
い
て
৹
ٞ
し
、
σ
ジ

タ
ル
化（
̙
Ｘ
）の
ଅ

ਐ
を
ྃ
ঝ
し
、
新
た
な

ス
テ
ー
ジ
に
ਐ
め
て
い

く
こ
と
と
し
た
。

๯
頭
、
஛
内
ҕ
員
長

が
、「
物
流
の
２
０
２

４
年
問
題
へ
の
対
応
が

ਐ
め
ら
れ
て
い
る
中
、

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に

は
、
安
શ
・
安
心
、
安

定
し
た
༌
送
へ
の
取
り

組
み
と
と
も
に
、
環
境

に
配
慮
し
た
༌
送
へ
の

取
り
組
み
が
必
要
だ
。

ྗ
・
σ
ー
タ
送
৴
」
と
い
っ

た
対
応
方
法
を
આ
明
。
σ
ー

タ
送
৴
な
ど
、
す
͙
に
対
応

で
き
る
部
分
と
、
ア
プ
リ
な

ど
の
։
ൃ
を
൐
う
部
分
が
あ

る
が
、
̙
Ｘ
に
よ
る
業
務
ޮ

率
化
の
た
め
に
଎
や
か
に
ਪ

ਐ
す
べ
き
と
し
た
。

ま
た
、
೩
අ
結
Ռ
Ӿ
ཡ
方

法
に
つ
い
て
は
、
ࢴ
の
೩
අ

結
Ռ
表
の
直
઀
༣
送
に
加

え
、
す
で
に
̥
̙
Ｆ
σ
ー
タ

の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
実
施
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
̥
̙
Ｆ

結
Ռ
表
の
メ
ー
ル
で
の
送
৴

を
実
施
す
べ
き
と
し
た
。

ҕ
員
会
で
は
、
小
ҕ
が
ใ

ࠂ
し
た
̜
̚
̥
の
̙
Ｘ
の
Ҋ

に
つ
い
て
৹
ٞ
し
、
方
向
性

を
ྃ
ঝ
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
次
世
代
ト
ラ

ッ
ク
の
ී
ٴ
ଅ
ਐ
に
向
け
た

̚
̫
ト
ラ
ッ
ク
આ
明
会
の
։

࠵
に
つ
い
て
৹
ٞ
し
、
昨
年

度
に
ଓ
い
て
実
施
を
ྃ
ঝ
。

さ
ら
に
、
今
年
度
の
ࠃ
・
東

京
都
の
ิ
ॿ
制
度
に
つ
い
て

આ
明
し
、
利
用
を
ݺ
び
か
け

た
。

会
員
事
業
者
の
経
Ӧ
者
や
運

行
؅
理
者
な
ど
。
ड
講
ྉ
は

無
ྉ
。
定
員
は
48
人（
１
社

１
人
ま
で
／
先
ண
ॱ
、
定
員

に
な
り
次
ୈ
ड
付
終
ྃ
）。

η
ミ
φ
ー
は
健
康
起
因
事

故
の
௿
ݮ
を
目
ࢦ
す
施
策
の

一
環
と
し
て
行
う
も
の
で
、

ド
ラ
イ
バ
ー
に
生
׆
श
׳
の

改
ળ
を
ଅ
す
手
法
な
ど
に
つ

い
て
研
म
す
る
。

講
ࢣ
は
、
̨
̤
̢
̥
̤
リ

ス
ク
Ϛ
ω
ジ
メ
ン
ト
モ
ビ

て
お
り
、
皆
が
環
境
に
対
す

る
ߟ
え
方
を
し
っ
か
り
と
持

ち
、
ഉ
出
量
を
ݮ
ら
し
て
い

く
た
め
、
ࠃ
の
Χ
ー
Ϙ
ン
χ

ュ
ー
ト
ラ
ル
、
都
の
θ
ロ
エ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
施
策
に
取
り
組

ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
各
ࠃ
に

よ
る
環
境
問
題
へ
の
対
応
に

は
Թ
度
差
が
あ
る
が
、
未
来

を
ߟ
え
れ
ば
ආ
け
て
通
れ
な

い
問
題
だ
。
̜
̚
̥
を
は
じ

め
、
東
ト
ڠ
と
し
て
Ҿ
き
ଓ

き
環
境
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
」と
ड़
べ
た
。

ٞ
事
で
は
、
今
年
度
事
業

計
ը
の
う
ち
環
境
อ
શ
に
関

す
る
事
業
に
つ
い
て
ใ
ࠂ
。

環
境
改
ળ
ଅ
ਐ
事
業（
ิ
ॿ

ۚ
申
੥
状
況
）で
は
、
̚
̫

ト
ラ
ッ
ク（
東
ト
ڠ
・
શ
日

本
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
ิ
ॿ
）１

̙
̭
ର
Ԡ
で
৽
ͨ
ͳ
ε
ς
ー
δ
΁

未
来
ܕ
̜
̚
̥
খ
ҕ
͕
ใ
ࠂ

౦τڠ
શτڠ ա࿑ࢮ౳防止ରࡦηϛφʔ

౦τڠ 委員会ڥ؀

東
ト
協

ଟ
ຎ
支
部

熱
中
症
対
策
は
じ
め
、
健
康
な
職
場
づ
く
り
を

交通事故・労働災害防止大会
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の
支
部
会
員
に
配
慮
し
、
̬

̴
̱
ซ
用
で
の
։
࠵
を
ྃ
ঝ

し
た
。

今
年
度
の
༌
送
相
談
業
務

の
取
り
組
み
と
し
て
、
本
部

ѻ
い
と
支
部
ѻ
い
を
合
わ

せ
た
༌
送
相
談
件
数（
７
年

４
月
Ỗ
̔
月
）は
、
４
７
５

件（
一
ൠ
都
ຽ
か
ら
）、７
７

６
５
件（
会
員
事
業
者
か
ら
）

で
あ
り
、
Ҿ
ӽ
に
関
す
る
相

談
が
中
心
で
、小
口
貨
物（
宅

配
な
ど
）の
相
談
が
多
い
。

ま
た
、
会
員
事
業
者
か
ら

は
、
事
業
ใ
ࠂ
書
・
事
業
実

੷
ใ
ࠂ
書
に
関
す
る
相
談
が

多
く
、
法
改
正
を
എ
ܠ
と
し

て
、
ಧ
出
事
項
の
相
談
が
増

加
܏
向
に
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
༌
送
相
談
所

の
周
知
と
Ҿ
ӽ
相
談
業
務
の

ਪ
ਐ
、
༌
送
相
談
員
に
対
す

る
研
म
を
実
施
し
、
ス
Ω
ル

ア
ッ
プ
を
ਤ
る
。

ま
た
、
今
年
度
の
ۤ
情
ॲ

理
件
数（
７
年
４
月
Ỗ
̔
月
）

は
ù7
件
で
、
ة
ݥ
運
転
に
関

す
る
も
の
が
最
も
多
い
。

ҕ
員
か
ら
は
、
あ
お
り
運

転
行
ҝ
を
し
た
ト
ラ
ッ
ク
や

ド
ラ
イ
バ
ー
の
ࣸ
ਅ
を
一
ൠ

都
ຽ
が
ω
ッ
ト
上
に
ެ
։
す

る
事
例
が
あ
る
と
し
て
、
ド

ラ
イ
バ
ー
へ
の
注
意
ש
起
だ

け
で
な
く
、
実
際
に
あ
お
り

運
転
行
ҝ
で
な
い
場
合
の
情

ใ
֦
ࢄ
な
ど
、
行
き
過
͗
た

行
ҝ
へ
の
対
応
も
ݕ
౼
す
べ

શ
日
本
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
の

表
জ
ن
ఔ
に
よ
る
ޭ
労
者
表

জ
が
行
わ
れ
ま
す
。

表
জ
ج
準
に
֘
当
す
る
対

象
者
に
つ
い
て
、
11
月
５
日

（
ݫ
क
）ま
で
に
、東
ト
ڠ
所

ଐ
支
部
へ
ਪ
ન
し
て
く
だ
さ

い
。

①
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

お
よ
び
利
用
運
送
事
業

の
役
員
と
し
て
ù0
年
以
上
そ

の
業
務
に
精
ྭ
し
、
当
֘
事

業
の
ൃ
ల
に
د
༩
し
、
そ
の

ޭ
੷
が
ݦ
著
な
満
50
歳
以
上

の
者②

事
業
者
ஂ
体
の
役
員
と

し
て
15
年
以
上
そ
の
業
務
に

精
ྭ
し
、
当
֘
事
業
の
ൃ
ల

に
د
༩
し
、
そ
の
ޭ
੷
が
ݦ

著
な
満
50
歳
以
上
の
者

ᾈ
表
জ
状

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
の
運

転
者
・
従
業
員
や
利
用
運
送

事
業
の
従
業
員
、
ま
た
は
事

業
者
ஂ
体
の
職
員
で
、
次
に

֘
当
す
る
者

①
ة
೉
を
ސ
み
ず
職
੹
を

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
経

Ӧ
教
育
ҕ
員
会（
ҕ
員
長
・

٠
஑
正
ߒ
෭
会
長
）は
９
月

ùĀ
日
、
東
ト
総
合
会
館
で
令

和
７
年
度
ୈ
１
ճ
ҕ
員
会

（
̬
̴
̱
ซ
用
）を
։
࠵
し
、

経
Ӧ
改
ળ
対
策
・
人
ࡐ
養
成

の
各
事
業
の
ਐ
め
方
、
今
年

度
の
༌
送
相
談
・
ۤ
情
ॲ
理

へ
の
取
り
組
み
状
況
な
ど
を

৹
ٞ
し
た
。

๯
頭
、
٠
஑
ҕ
員
長
が
あ

い
さ
つ
し
、「
ҕ
員
会
で
は

ま
ず
、
経
Ӧ
ֵ
新

な
ど
中
小
企
業
対

策
を
は
じ
め
、
教

育
研
म
、
経
Ӧ
後

ܧ
者
・
人
ࡐ
育
成
、

༌
送
相
談
、
ۤ
情

ॲ
理
に
関
す
る
こ

と
な
ど
多
ذ
に
わ

た
る
。
会
員
事
業

者
の
経
Ӧ
՝
題
を

೺
Ѳ
し
、
経
Ӧ
環

境
の
改
ળ
な
ど
に

د
༩
で
き
る
よ

い
て
、
昨
年
度
事
業
の

実
施
内
容
を
ใ
ࠂ
。
東

ト
ڠ
経
Ӧ
分
ੳ
調
査
の

実
施
で
は
、「
東
ト
ڠ

経
Ӧ
分
ੳ
調
査
結
Ռ
ใ

ࠂ
書（
５
年
度
ܾ
算
結

Ռ
）」を
作
成
。
શ
ト
ڠ

の
経
Ӧ
分
ੳ
事
業
や
、

中
小
企
業
৴
用
อ
ݥ
法

業
छ
ࢦ
定
ܧ
ଓ
の
た
め

の
༌
送
量
実
態
調
査
に

ڠ
ྗ
し
た
。

η
ミ
φ
ー
な
ど
の
։

࠵
で
は
、
中
小
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
の
た
め

の
̙
Ｘ
ਪ
ਐ
η
ミ
φ

ー
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

東
ト
ڠ
จ
京
支
部（
੕
໺

ণ
康
支
部
長
）・
๛
ౡ
支
部

（
়
ו
ږ
支
部
長
）・
൘
ڮ
支

部（
ࣰ
本
ີ
治
支
部
長
）・
࿅

അ
支
部（
ࠤ
久
間
߃
޷
支
部

長
）・
๺
支
部（
๺
ᖒ
૱
支
部

長
）は
10
月
２
日
、
๛
ౡ
区

の
̞
̠
̚
・
̗
̸
͉
多
目
的

ホ
ー
ル
で
、
ୈ
２
期
ύ
イ
ロ

ッ
ト
ϒ
ロ
ッ
ク〈
̥
̗
〉（
৓

๺
ϒ
ロ
ッ
ク
）
合
ಉ
に
よ
る

「
改
正
物
流
ೋ
法
に
つ
い
て

の
研
म
会
」を
։
࠵
し
た
。

։
࠵
に
先
立
ち
、
ࠤ
久
間

࿅
അ
支
部
長
が「
今
ճ
は
ॳ

め
て
の
ࢼ
み
と
し
て
、
ୈ
２

期
̥
̗
５
支
部
合
ಉ
の
研
म

会
で
、
։
࠵
に
当
た
り
各
支

部
事
務
局
に
ڠ
ྗ
を
い
た
だ

い
て
い
る
。本
日
の
研
म
は
、

ࢲ
た
ち
に
と
っ
て
大
変
重
要

な
テ
ー
Ϛ
で
あ
り
、
今
ճ
の

み
な
ら
ず
、
来
年
以
降
も
積

極
的
に
։
࠵
す
る
こ
と
で
、

গ
し
で
も
会
員
の
皆
様
に
役

立
て
て
も
ら
え
る
よ
う
、
支

部
長
一
ಉ
が

ڠ
ྗ
し
て
企

ը
し
て
い
き

た
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

આ
明
会

は
、
あ
い
お

い
χ
ッ
η
イ

法
）の
改
正
に
よ
る「
改
正

物
流
ೋ
法
」
に
つ
い
て
、
今

年
６
月
に
交
付
さ
れ
た
貨
物

自
動
ं
運
送
事
業
の
適
正
化

の
た
め
の
体
制
の
整
උ
等
の

ਪ
ਐ
に
関
す
る
法
཯
お
よ
び

貨
物
自
動
ं
運
送
事
業
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
཯
に
よ

る「
ト
ラ
ッ
ク
新
法
」
を
踏

ま
え
、
改
正
の
झ
ࢫ
や
事
業

者
が
取
り
組
む
べ
き
措
置
に

つ
い
て
、
事
業
者
か
ら
の
࣭

問
が
多
い
ポ
イ
ン
ト
を
中
心

に
解
આ
し
た
。

෌
Ӭ
ࢯ
は
、
物
流
の
２
０

２
４
年
問
題
対
策
で
物
流
事

業
者
が
行
動
す
べ
き
こ
と

ಉ
和
ଛ
害
อ
ݥ
̢
̨
ˍ
Ａ
̙

経
Ӧ
α
ポ
ー
ト
η
ン
タ
ー
の

෌
Ӭ
߶
生
）ࢯ
中
小
企
業
਍

断
࢜
・
社
会
อ
ݥ
労
務
࢜
）

が
講
ࢣ
と
な
り
、
物
流
ޮ
率

化
法（
物
ޮ
法
）、貨
物
自
動

ं
運
送
事
業
法（
ト
ラ
ッ
ク

を
、①
労
働
時
間
の
࡟
）ݮ
ト

Ω
）、
②
適
正
な
運
௞
・
ྉ

ۚ
の
ऩ
ड（
Χ
ω
）、③
ド
ラ

イ
バ
ー
の
ॲ
۰
改
ળ（
ώ
ト
）

と
し
、
改
正
物
流
ೋ
法
の
変

ߋ
఺
に
つ
い
て
、
୭
が
・
い

つ
ま
で
に
・
Կ
を
す
る
の
か

に
ポ
イ
ン
ト
を
ߜ
り
、
行
੓

の
資
ྉ
を
ϕ
ー
ス
に
解
આ
。

ま
た
、
新
た
な
書
面
交
付
ٛ

務
化
へ
の
対
応
方
法
や
事
務

作
業
の
ޮ
率
化
を
આ
明
。

さ
ら
に
、
ト
ラ
ッ
ク
新
法

に
つ
い
て
は
、
現
状
で
ࣔ
さ

れ
て
い
る
情
ใ
に
ج
づ
く
見

解
と
し
た
上
で
、
事
業
ߋ
新

制
へ
の
ૣ
め
の
対
応
や
、
適

正
原
Ձ
が
ࣔ
さ
れ
る
ま
で
の

間
は
、
ඪ
準
的
運
௞
に
ج
づ

く
運
௞
交
ব
が
必
要
に
な
る

と
ड़
べ
た
。

最
後
に
、
ࣰ
本
൘
ڮ
支
部

長
が「
改
正
物
流
ೋ
法
に
つ

い
て
は
、
施
行
直
前
に
ࠃ
౔

交
通
省
に
よ
る
આ
明
会
が
։

࠵
さ
れ
た
が
、
す
べ
て
を
理

解
す
る
の
は
೉
し
い
こ
と
か

ら
、
̥
̗
と
し
て
対
応
が
必

要
と
൑
断
し
、
本
日
多
数
の

ࢀ
加
者
が
ू
ま
り
必
要
性
が

高
い
と
感
じ
て
い
る
。今
後
、

ト
ラ
ッ
ク
新
法
に
つ
い
て
新

た
な
情
ใ
も
ࣔ
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
̥
̗
׆
動
と
し
て
、

ಠ
自
に
研
म
会
を
։
࠵
し
て

い
き
た
い
」と
ड़
べ
た
。

き
と
の
意
見
が
挙
が
っ
た
。

最
後
に
、
٠
஑
ҕ
員
長
は

શ
ト
ڠ
が
։
ൃ
し
た「
運
送

申
ࠐ
・
書
面
化
ア
プ
リ
」（
ผ

ܝ
ࢀ
র
）の
利
用
に
つ
い
て
、

事
業
経
Ӧ
に
役
立
て
て
ほ
し

い
と
ݺ
び
か
け
た
。

਱
行
し
、
ま
た
は
重
大
事
故

を
未
然
に
防
止
し
、
そ
の
ޭ

੷
が
ݦ
著
な
者

②
有
ӹ
な
ൃ
明
・
ߟ
Ҋ
・

改
良
ま
た
は
研
究
を
行
い
、

運
送
事
業
に
著
し
い
ߩ
ݙ
を

し
た
者

③
運
転
者
と
し
て
ú0
年
以

上
勤
務
し
、成
੷
༏
ल
な
者

④
事
業
者
ஂ
体
の
職
員
と

し
て
ù0
年
以
上
そ
の
業
務
に

精
ྭ
し
、
当
֘
事
業
の
ൃ
ల

に
著
し
く
د
༩
し
、
そ
の
ޭ

੷
が
ݦ
著
な
者

˙
提
出
書
類
・
部
数

①
ޭ
੷
調
書
、
②
ཤ
ྺ
書

各
１
部（
様
ࣜ
は
東
ト
ڠ
ホ

ー
ム
ϖ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
が
可
能
）

〈
注
意
事
項
〉

①
過
去
、
શ
ト
ڠ
会
長
よ

り
ಉ
छ
の
感
ँ
状
・
表
জ
状

問
題
に
関
す
る
研
म
会
と
し

て
、
中
小
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
の
た
め
の
̙
Ｘ
ਪ
ਐ
η

ミ
φ
ー
や
人
ࡐ
確
อ
・
労
働

環
境
改
ળ
η
ミ
φ
ー
を
։
࠵

す
る
ほ
か
、
શ
ト
ڠ
の
経
Ӧ

分
ੳ
事
業
へ
の
ڠ
ྗ
、
各
ॿ

成
事
業
の
取
次
・
ड
付
を
行

う
ほ
か
、
各
छ
経
Ӧ
情
ใ
に

関
す
る
資
ྉ
な
ど
の
ఏ
ڙ
を

行
う
。

人
ࡐ
養
成
事
業
で
は
、
ࡾ

組
৫
׆
動
を
支
援
し
、
ロ

ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
研
究
会（
６

月
）、੨
年
部（
７
月
）、女
性

部（
６
月
・
９
月
）が
そ
れ

ぞ
れ
研
म
会
を
実
施
し
た
。

ύ
ι
ί
ン
η
ミ
φ
ー
は
11
月

10
Ỗ
14
日
に
։
࠵
予
定
で
、

中
小
企
業
大
学
校
講
࠲
ड
講

ྉ
の
ॿ
成
も
実
施
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
11
月
か
ら
ୈ

ù6
期
物
流
経
Ӧ
࢜
՝
ఔ
を
։

講
す
る
。

1ù
月
に
։
࠵
予
定
の
今
年

度
ୈ
１
ճ
経
Ӧ
者
η
ミ
φ
ー

に
つ
い
て
、
メ
ン
タ
ル
ϔ
ル

ス
対
策
を
テ
ー
Ϛ
に
、
遠
方

う
、
施
策
を
ਐ
め
て
い
く
こ

と
が
必
要
だ
。
ま
た
、
各
छ

研
म
会
・
η
ミ
φ
ー
の
։
࠵

に
つ
い
て
は
、
શ
日
本
ト
ラ

ッ
ク
ڠ
会
な
ど
関
係
機
関
と

ڠ
ྗ
し
、
̬
̴
̱
を
׆
用
し

な
が
ら
会
員
事
業
者
の
皆
様

に
最
新
の
情
ใ
を
ఏ
ڙ
し
て

い
き
た
い
」と
ड़
べ
た
。

ٞ
事
で
は
ま
ず
、
今
年
度

の
経
Ӧ
改
ળ
対
策
事
業
に
つ

東
ト
ڠ
は
10
月

ù0
日
ま
で
、
ୈ
ù6

期
物
流
経
Ӧ
࢜
՝

ఔ
の
ड
講
生
を
ื

ू
し
て
い
る
。

ಉ
՝
ఔ
は
、
物

流
業
界
の
次
代
を

୲
う
人
ࡐ
育
成
を

目
的
と
し
た
講

࠲
で
、
経
Ӧ
װ
部
に
必
要
な

企
業
経
Ӧ
に
関
す
る
ઐ
໳
知

識・技
ज़
を
श
得
す
る
も
の
。

こ
れ
ま
で
合
計
７
０
３
人
が

म
ྃ
し
て
お
り
、
શ
՝
ఔ
म

ྃ
後
の
ࢼ
験
合
֨
で
શ
日
本

ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会

「
物
流
経
Ӧ
࢜
」

に
認
定
さ
れ
る
。

今
期
の
։
講
ࣜ
は
11
月
５

日
に
東
ト
総
合
会
館
で
行
わ

れ
る
。

ื
ू
要
ྖ
は
次
の
通
り
。

ừ
受
講
資
格
Ử
東
ト
ڠ
お

よ
び
関
東
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
の

会
員
事
業
者
の
役
員
ま
た
は

社
員
で
、
経
Ӧ
؅
理
職
の
経

験
３
年
以
上
、
も
し
く
は
こ

れ
に
準
ず
る
者
。こ
の
ほ
か
、

会
長
が
ಛ
に
認
め
た
者

ừ
募
集
定
員
Ửú0
人

ừ
研
修
期
間
Ử
11
月
５
日

Ỗ
令
和
̔
年
７
月
ùù
日
。
授

業
時
間
は
総
計
１
０
６
時
間

ừ
受
講
日
・
時
間
Ử一
ൠ
講

（ٛ
東
ト
総
合
会
館
）
／
原

則
と
し
て
、
ຖ
水
༵
日
ޕ
後

１
時
ú0
分
Ỗ
５
時
45
分（
変

ߋ
の
場
合
あ
り
）。

こ
の
ほ
か
、॓
ധ
研
म（
１

ധ
２
日
）２
ճ（
11
月
と
来
年

６
月
予
定
）

ừ
受
講
料
Ử
東
ト
ڠ
・
関

ト
ڠ
会
員
の
役
員
お
よ
び
そ

の
社
員
＝
ú5
ສ
ԁ
▽
そ
の
ଞ

の
者
＝
40
ສ
ԁ（
い
ず
れ
も

੫
ࠐ
み
）

ừ
申
し
込
み
方
法
Ử（
関
東

各
県
ト
ڠ
会
員
は
所
ଐ
ڠ
会

を
通
じ
て
）
東
ト
ڠ
業
務
部

教
育
研
म
・
༌
送
̜
へ
申
ࠐ

書
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
৴
す
る

▽
申
し
ࠐ
み
・
問
い
合
わ

せ
先
＝
東
ト
ڠ
業
務
部
教
育

研
म
・
༌
送
（̜
ὸ
0ú
・
３

３
５
９
・
４
１
３
７
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
0ú
・
３
３
５
９
・
６
０
２

０
）

を
ड
賞
し
た
者
は
除
外

②
ਪ
ન
資
֨
な
ど
に
関
す

る
年
数
的
要
件（
勤
ଓ
年
数・

年
齢
な
ど
）、
お
よ
び
ޭ
੷

調
書
・
ཤ
ྺ
書
の
内
容
は
、

次
の
ج
準
日
よ
り
૎
ٴ
し
て

算
出
す
る

˞
感
ँ
状
・
表
জ
状
の
ج

準
日
＝
令
和
７
年
1ù
月
຤
日

③
表
জ
状
の
ਪ
ન
対
象

は
、
東
京
都
内
の
Ӧ
業
所
に

勤
務
し
て
い
る
運
転
者
・
従

業
員
に
限
る（
ଞ
県
の
Ӧ
業

所
で
勤
務
し
て
い
る
場
合
、

各
県
ト
ڠ
へ
の
ਪ
ન
が
必

要
）▽

問
い
合
わ
せ
先
＝
東
ト

ڠ
総
務
部
総
務
・
支
部
支
援

（̜
ὸ
0ú
・
３
３
５
９
・
６

２
５
２
）

˙
表
彰
の
種
類
と
推

薦
基
準

ᾇ
感
ँ
状

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
お
よ
び
利
用
運
送

事
業
の
役
員
、
ま
た

は
事
業
者
ஂ
体
の
役

員
で
、
次
に
֘
当
す

る
者

業
者
の
た
め
の
人
ࡐ
確
อ
・

労
働
環
境
改
ળ
η
ミ
φ
ー
を

։
࠵
し
、
会
場
・
̬
̴
̱
を

合
わ
せ
て
多
く
の
ࢀ
加
者
が

ू
ま
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
શ

ト
ڠ
ॿ
成
事
業
な
ど
の
取

次
・
ڠ
ྗ
で
は
、
合
わ
せ
て

４
件
の
申
੥
を
ड
け
付
け
た
。

今
年
度
事
業
で
は
、
東
ト

ڠ
経
Ӧ
分
ੳ
調
査
を
ܧ
ଓ

実
施
す
る
ほ
か
、
各
छ
経
Ӧ

શ
日
本
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会

は
こ
の
ほ
ど
、「
運
送
申
ࠐ
・

書
面
化
ア
プ
リ
」を
։
ൃ
し
、

શ
ト
ڠ
ホ
ー
ム
ϖ
ー
ジ（
̝

̥
）で
ެ
։
し
て
い
る
。
ア

プ
リ
は
、
ύ
ι
ί
ン
で
操
作

す
る
̬
̴
̱
ア
プ
リ
で
、
利

用
は
会
員

限
定
。
શ

ト
ڠ
̝
̥

の
運
送
申
ࠐ
・
書
面
化
ア
プ

リ
利
用
申
ࠐ
ϖ
ー
ジ
か
ら
、

申
し
ࠐ
み
が
可
能
。

ア
プ
リ
で
は
、
運
送
会
社

間
や
運
送
会
社
・
荷
主
間
で

の
運
送
申
ࠐ
書
・
Ҿ
ड
書
の

や
り
取
り
が
可
能
と
な
り
、

̬
̴
̱
に
よ
る
૒
方
向
ঝ
認

お
よ
び
̚
メ
ー
ル
で
の
運
送

申
ࠐ
σ
ー
タ
の
送
৴
も
可
能

と
な
る
。

貨
物
自
動
ं
運
送
事
業
法

の
改
正
に

൐
い
、
運

送
ܖ
約
の

క
結
に
際
し
て
書
面
交
付
が

ٛ
務
化
さ
れ
た
た
め
、
取
Ҿ

先
と
の
運
送
ܖ
約
を
ԁ
׈

に
、
か
つ
ޮ
率
的
に
క
結
で

き
る
よ
う
に
し
た
。

ৄ
ࡉ
は
、
શ
ト
ڠ
̝

̥
を
ࢀ
照
。

౦τڠ
第2ýظ 物流ܦӦ࢜՝ఔ

申し込み期間
10月20日まで

ड
ߨ
ੜ
Λ
ื
ू
த

શ
Ū
ڠ
ن
ఔ
ޭ
࿑
ऀ
ද
জ

ର৅ऀのਪનΛʂ ਪ
ન
ظ
ݶ
11
月
̑
日

౦τڠ 経営教育委員会

ܦ
Ӧ
վ
ળ
ɾ
ਓ
ࡐ
ཆ
੒
を
ࢧ
ԉ

֤ηϛφʔ΍৘ใͷ׆༻を

๏
վ
ਖ਼
ର
Ԡ
΁
ཧ
ղ
ଅ
ਐ
を
ਤ
る

౦τڠ�ୈ̗̥̎ظ
文京・豊島・板橋
練馬・北

߹
ಉ
Ͱ
վ
ਖ਼
෺
ྲྀ
ೋ
๏
ݚ
म
会

ủ
ӡ
ૹ
ਃ
ࠐ
ɾ
ॻ
໘

Խ
Ξ
ϓ
Ϧ
ỨΛ
ެ
։

શτڠ

̝
̥
͔
Β
ར
༻
ਃ
ࠐ
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ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
の
໛
ൣ
と
し

て
安
શ
運
転
を
ଓ
け
て
い
た

だ
き
、
୎
ӽ
し
た
技
ज़
と
๛

෋
な
経
験
に
よ
り
、
後
ਐ
の

ࢦ
ಋ
を
お
ئ
い
し
た
い
」
と

ݺ
び
か
け
た
。

表
জ
ࣜ
に
は
来
ෂ
と
し

て
、
東
ト
ڠ
の
原
ྰ
子
෭
会

長
ら
が
出
੮
。
ܯ
ࢹ
庁
交
通

部
交
通
総
務
՝
の
ࢁ
Լ
ݑ
一

交
通
ܯ
࡯
ࢦ
ಋ
׭
、
東
京
バ

ス
ڠ
会
の
古
川
୎
会
長
、
東

京
ハ
イ
Ϡ
ー
・
タ
ク
シ
ー
ڠ

会
の
౉
ᬒ
ܒ
޾
෭
会
長
の
３

ࢯ
が
ॕ
ࣙ
を
ड़
べ
た
。

最
後
に
、
ड
賞
者
代
表
と

し
て
東
京
Ϣ
χ
オ
ン
物
流

（
多
ຎ
支
部
）の
藤
໺
و
޿

ࢯ
が
ొ
ஃ
し
、ँ
ࣙ
を
ड़
べ
、

క
め
く
く
っ
た
。

東
ト
ڠ
関
係
の
ड
賞
者
は

次
の
通
り（
ܟ
শ
ུ
、
Χ
ッ

ί
内
は
会
社
名
・
支
部
名
）。

ٶ
川
ܟ
介（
オ
ー
タ
Χ
・

ਿ
並
）▽
ງ
内
）ܓ
ಉ
）▽
井

上
ೋ
࿠（
日
本
Ҿ
ӽ
૔
ݿ
・

ਿ
並
）
▽
久
อ
田
ӫ
子（
ア

ド
バ
ン
ス
ෙ
ཀ
・
൘
ڮ
）
▽

੨
໦
ହ
ಓ（
ಉ
）
▽
ࠤ
藤
正

ಙ（
ಙ
ؙ
঎
運
・
൘
ڮ
）
▽

小
ྛ
正
थ（
๺
ే
シ
ス
テ
ム

༌
送
・
൘
ڮ
）
▽
武
田
大
介

（
ಉ
）▽
ؠ
間
ਸ
）ߒ
ໜ
࿊
運

送・࿅
അ
）▽
ࢁ
୩
ۚ
ඒ（
ಉ
）

▽
ࣰ
田
昭（
ಉ
）
▽
上
໺
一

෉（
ಉ
）
▽
大
ౡ
ल
）޾
ಉ
）

▽
中
川
೭
）ߒ
ಉ
）
▽
౉
ᬒ

༟
೭（
ಉ
）
▽
൧
田
౒（
ಉ
）

▽
小
原
༟
ೋ（
田
口
運
送
・

๺
）▽
ං
後
正
঵（
ಉ
）▽
ۚ

東
京
運
༌
支
局
は
９
月
ù5

日
、
඼
川
区
立
ӣ
原
平
௩
総

合
区
ຽ
会
館（
ス
ク
エ
ア
ӣ

原
）ͻ
ら
つ
か
ホ
ー
ル
で
、

令
和
７
年「
自
動
ं
運
送
事

業
運
転
者
表

জ
ࣜ
」
を
։

࠵
し
、
ト
ラ

ッ
ク
な
ど
４

部
໳
で
計
２

１
̔
人
を
表

জ
し
た
。

東
京
都
ト

ラ
ッ
ク
ڠ
会

関
係
で
は
ú8

ࢯ
が
ड
賞
。

ト
ラ
ッ
ク
部
໳
を
代
表
し

て
、ໜ
࿊
運
送（
࿅
അ
支
部
）

の
൧
田
౒
ࢯ
に
、
৫
田
ཅ
一

支
局
長
か
ら
表
জ
状
が
授
༩

さ
れ
た
。

৫
田
支
局
長
は
ࣜ
ࣙ
で

「
支
局
で
は
長
時
間
労
働
の

ੋ
正
に
向
け
た
関
係
者
と
の

ڠ
ٞ
や
、
労
働
ྗ
不
足
の
解

ফ
に
向
け
た
̥
̧
な
ど
を

支
援
し
、ま
た
、ト
ラ
ッ
ク
・

物
流
̜
メ
ン
の
׆
動
を
通

じ
、
長
時
間
の
荷
଴
ち
や
運

௞
の
不
当
な
ਾ
え
置
き
な
ど

の
ੋ
正
に
ڧ
ྗ
に
取
り
組
ん

で
い
る
」と
આ
明
。「
業
界
の

皆
様
に
は
ৗ
日
ࠒ
、
༌
送
の

安
શ
確
อ
に
౒
め
、
ご
ڠ
ྗ

い
た
だ
い
て
い
る
が
、
ड
賞

し
た
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
様
に

は
大
き
な
ތ
り
を
持
ち
、
プ

久
อ
৳
年（
東
京
෱
ࢁ
通
運・

๺
）▽
上
原
正
（࢘
ಉ
）▽
৿

田
（ོ
ಉ
）▽
ٶ
㟒
ਅ
）ޗ
෱

ࢁ
通
運
・
深
川
）
▽
ࢁ
田
ٛ

達（
ಉ
）
▽
౉
部
উ
）߂
ಉ
）

▽
小
૔
ರ（
古
川
঎
事
運
༌・

多
ຎ
）▽
Ӌ
ௗ
޾
थ（
ࡾ
੕
・

運
送
・
多
ຎ
）▽
Ҵ
༿
ষ（
ઍ

代
田
運
༌
・
多
ຎ
）
▽
็
ඌ

ढ़
一（
ಉ
）▽
দ
本
ल
༤（
多

ຎ
運
送
・
多
ຎ
）
▽
高
ڮ
༟

໻（
ಉ
）
▽
ࡒ
௡
昇
一（
ಉ
）

▽
大
Լ
明
男（
ಉ
）
▽
ே
૔

ஐ
੖（
ಉ
）▽
ౡ
田
ޫ
（ٛ
ಉ
）

▽
෌
ᖒ
和
）޿
ಉ
）
▽
দ
Լ

ಞ（
東
京
Ϣ
χ
オ
ン
物
流
・

多
ຎ
）▽
藤
໺
و
）޿
ಉ
）▽

平
໺
།
人（
ಉ
）

東
ト
ڠ
は
11
月
10
日
Ỗ
14

日
の
５
日
間
、
令
和
７
年
度

「
運
送
業
の
̞
̩
ス
Ω
ル
ア

ッ
プ
を
目
ࢦ
す
ύ
ι
ί
ン
η

ミ
φ
ー
」
を
։
࠵
す
る
。
̬

̾
́
̳
や
̚
͇
̲
̴
̻
、
̥

̾
͆
̴
́
̥
̾
̸
̽
̓
に
加

え
、
̞
̩
情
ใ
の
レ
ッ
ス
ン

で
は
̘
̷
̰
̓
̜
̥
̩
の
業

務
׆
用
に
つ
い
て
学
ぶ
。
日

ఔ
と
研
म
内
容
な
ど
は
、
ද

の
通
り
。

１
レ
ッ
ス
ン
は
約
２
時
間

で
、
希
望
す
る
１
レ
ッ
ス
ン

の
み
の
ड
講
も
可
能
。
ड
講

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
๺

支
部（
๺
ᖒ
૱
支
部
長
）は

10
月
６
日
、
๺
区
と
の「
災

害
時
に
お
け
る
物
流
業
務
等

の
ڠ
ྗ
に
関
す
る
ڠ
定
」
క

結
ࣜ
を
行
っ
た
。
ಉ
日
は
๺

区
役
所
ୈ
一
庁
ࣷ
ୈ
一
ҕ
員

会
ࣨ
で
、
๺
ᖒ
支
部
長
と
や

ま
だ
加
ಸ
子
区
長
が
ڠ
定
書

を
取
り
交
わ
し
た（
写
真
）。

新
た
な
ڠ
定
で
は
、
਒
災

や
ߥ
川
൙
ཞ
に
起
因
す
る
水

害
の
ൃ
生
時
や
ൃ
生
す
る

対
象
は
、
会
員
事
業
者
の
経

Ӧ
者
、
؅
理
者
、
社
員
。
会

場
は
、
東
ト
総
合
会
館
６
階

研
म
ࣨ
。

定
員
は
、
各
レ
ッ
ス
ン
ù0

人（
先
ண
ॱ
・
１
社
１
人
を

༏
先
）。
ड
講
ྉ
は
３
０
０

０
ԁ（
テ
Ω
ス
ト
代
を
含
む
。

１
レ
ッ
ス
ン
の
み
の
ड
講
も

ಉ
ֹ
。
ड
講
ܾ
定
後
、
ࢦ
定

日
ま
で
に
ৼ
り
ࠐ
む
。
欠
੮

お
そ
れ
が
あ
る
時
、
物
資

༌
送
ڌ
఺
か
ら
各
ආ
೉
所

へ
の
物
資
༌
送
だ
け
で
な

く
、
ආ
೉
所
で
の
荷
役
作

業
に
必
要
と
な
る
ं
両
・

人
員
の
ఏ
ڙ
に
ڠ
ྗ
す
る

と
と
も
に
、
物
流
業
務
શ

体
へ
の
ॿ
言
も
行
う
。

ಉ
支
部
と
ಉ
区
は
昭
和

58
年
、「
災
害
時
に
お
け

る
ۓ
ٸ
༌
送
業
務
に
関
す

る
ڠ
定
」
を
క
結
。
災
害

し
た
場
合
で
も
ฦ
ۚ
し
な

い
）。ड講

申
し
ࠐ
み
は
、
10
月

ù0
日
ま
で（
各
レ
ッ
ス
ン
の

定
員
に
な
り
次
ୈ
、
ड
付
終

ྃ
）。
申
し
ࠐ
み
は
、
東
ト

ڠ
ホ
ー
ム
ϖ
ー
ジ（
̝
̥
）

の
申
ࠐ
フ
Ỽ
ー
ム
よ
り
申
し

ࠐ
む
。
ৄ
ࡉ
は
、
東
ト
ڠ
̝

̥
を
ࢀ
照
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
東
ト

ڠ
業
務
部
教
育
研
म
・
༌
送

（̜
ὸ
0ú
・
３
３
５
９
・
４

１
３
７
）

๺
ᖒ
支
部
長
は
、

「
こ
れ
ま
で
の
ڠ
定

で
は
、
本
当
に
物
資
を
運
ぶ

こ
と
が
で
き
る
か
が
わ
か
ら

な
い
状
況
で
あ
り
、
今
ճ
区

長
の
お
ྗ
で
ڠ
定
の
改
定
が

実
現
し
た
。
災
害
が
起
き
な

い
に
ӽ
し
た
こ
と
は
な
い

が
、
ສ
が
一
ൃ
生
し
た
際
に

は
、
๺
区
、
そ
し
て
๺
区
ຽ

の
た
め
に
શ
ྗ
を
ਚ
く
せ
る

よ
う
ؤ
ு
っ
て
い
き
た
い
と

ߟ
え
て
い
る
」と
ड़
べ
た
。

ま
た
、
や
ま
だ
区
長
は
、

「
さ
ま
͟
ま
な
災
害
が
あ
る

中
で
、
ܗ
だ
け
で
は
な
い
実

ޮ
性
の
あ
る
ڠ
定
の
క
結

で
、
さ
ま
͟
ま
な
࿈
ܞ
を

実
現
し
て
い
く
た
め
に
、

ඇ
ৗ
に
重
要
な
位
置
づ
け

と
な
る
。
こ
の
࿈
ܞ
を
区

ຽ
の
方
々
に
も
఻
え
、
知

っ
て
も
ら
い
た
い
。
区
ຽ

の
໋
と
ࡒ
産
を
क
る
た
め

に
、
こ
れ
か
ら
も
区
と
し

て
最
大
限
౒
ྗ
し
て
い
き

た
い
」と
ड़
べ
た
。

時
に
必
要
な
物
流
業
務
に
関

す
る
ڠ
ྗ
体
制
を
ߏ
ங
し

て
き
た
。
こ
の
間
、
さ
ま
͟

ま
な
災
害
が
ࠃ
内
で
ൃ
生

し
、
۽
本
地
਒
や
能
ొ
半

ౡ
地
਒
で
ラ
ス
ト
ワ
ン
Ϛ

イ
ル
の
物
流
の
՝
題
が
ු

き
ூ
り
と
な
る
な
ど
、
ڠ

定
の
実
ޮ
性
に
対
す
る
՝

題
を
踏
ま
え
、
๺
支
部
が

ڠ
定
の
見
直
し
を
ఏ
Ҋ

し
、
今
ճ
新
た
な
ڠ
定
の

再
క
結
に
ࢸ
っ
た
。

ࡂ
֐
࣌
෺
ྲྀ
౳
ڠ
ఆ
Λ
క
݁

๺۠౦ト協ؔ܎úÿࢯにӫ༪

自
動
車
運
転
者
表
彰

౦
ژ
ӡ
༌
ࢧ
ہ
௕

Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
す

౦τڠ

パソコンセミナー

東
ト
協

北
支
部

改定で実効性持たせる

セミナー日程
開催日 時　間 コース

11月10日
13：00〜 Ｅｘｃｅｌ①（初中級）
15：00〜 Ｅｘｃｅｌ②（初中級）

11月11日
10：00〜 Ｅｘｃｅｌ③（中級）
13：00〜 Ｅｘｃｅｌ④（中級）
15：00〜 Ｅｘｃｅｌ⑤（中級）

11月12日
10：00〜 ＩＴ情報（全員）
13：00〜 Ｗｏｒｄ（初中級）
15：00〜 Ｅｘｃｅｌ②（初中級）

11月13日
10：00〜 Ｅｘｃｅｌ①（初中級）
13：00〜 ＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔ①（初級）
15：00〜 ＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔ②（中級）

11月14日
10：00〜 Ｅｘｃｅｌ③（中級）
13：00〜 Ｅｘｃｅｌ④（中級）
15：00〜 ＩＴ情報（全員）
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過去の問題の解説と
実践模擬問題

株式会社 輸送文研社〈柏林書房〉
TEL 03-3861-0291　FAX 03-3861-0295

自動車六法
定価  7,700 円（税込）

定価  2,640 円（税込）

令和７年版
（７月刊行）

【貨物編】

【 過去の問題 100 問 ＋ 模擬問題 30 問 】

運行管理者試験テキスト

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
は

11
月
17
日
、「
ಛ
घ
ं
両
通

行
確
認
制
度
に
関
す
る
講
श

会
」
を
Ｚ
̾
̾
̼
で
の
オ
ン

ラ
イ
ン
配
৴
に
て
։
࠵
す

る
。「
ಛ
घ
ं
両
通
行
確
認
制

度
」
の
周
知
・
利
用
ଅ
ਐ
を

目
的
に
、
ಛ
घ
ं
両
を
運
用

し
て
い
る
会
員
事
業
者
に
޿

શ
日
本
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
女

性
部
会（
部
会
長
・
原
ྰ
子

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
女
性

部
本
部
長
）は
９
月
ù6
日
、

新
॓
区
の
京
Ԧ
プ
ラ
β
ホ
テ

ル
で
令
和
７
年
度「
શ
ࠃ
研

म
会
Ỗ
ً
け
ʂ
女
性
の
ύ
ワ

ー

物
流
の
未
来
へ
Ỗ
」
を

։
࠵
。
શ
ࠃ
úú
の
女
性
組
৫

の
メ
ン
バ
ー
が
多
数
ࢀ
加
し

た
。原

部
会
長
は
։
会
に
先
立

ち
、「
本
日
は
શ
ࠃ
よ
り
１

２
２
人
の
皆
様
に
ご
出
੮
い

た
だ
い
た
。
今
後
も
શ
ࠃ
の

女
性
部
会
員
の
皆
様
と
࿈
ܞ

を
ਤ
り
な
が
ら
、
よ
り
充
実

し
た
部
会
׆
動
を
ల
։
し
て

流
通
事
業
՝
長
が「
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
に
関
す
る
最
ۙ
の

動
向
」
と
題
し
て
講
ԋ
。
ࡾ

ྠ
田
ࢯ
は
、
働
き
方
改
ֵ
の

現
状
、
Ձ
֨
転
Շ
・
௞
上
げ

の
状
況
、
ト
ラ
ッ
ク
適
正
化

ೋ
法
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

આ
明
。
改
正
貨
物
自
動
ं
運

送
事
業
法
に
お
け
る
、
ҕ
ୗ

次
数
の
制
限
、
違
法
な
ന
ト

ラ
に
係
る
荷
主
等
の
取
り
క

ま
り
、
書
面
交
付
ٛ
務
等
の

利
用
運
送
事
業
者
へ
の
適
用

な
ど
は
ެ
෍
か
ら
１
年
以

内
、
ڐ
可
ج
準
௥
加
・
ڐ
可

ߋ
新
制
度
、
適
正
原
Ձ
の
९

क
ٛ
務
、
労
働
者
ॲ
۰
確
อ

ٛ
務
な
ど
は
３
年
以
内
に
施

行
さ
れ
る
と
し
、
適
正
原
Ձ

の
ࠂ
ࣔ
や
経
過
措
置
な
ど
、

施
行
時
期
に
つ
い
て
આ
明
し

た
。ଓ

い
て
、
関
東
運
༌
局
の

໼
ਧ
ঘ
子
交
通
੓
策
部
長
が

「
ࠃ
౔
交
通
分
໺
に
お
け
る

ジ
ỻ
ン
ダ
ー
主
流
化
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
講
ԋ
。
໼
ਧ

ࢯ
は
、
ジ
ỻ
ン
ダ
ー
主
流
化

を
ਐ
め
る
際
、σ
ー
タ
ऩ
・ू

分
ੳ
、
行
੓
・
ຽ
間
α
ー
ビ

ス
に
お
い
て
男
女
そ
れ
ぞ
れ

の
ࢹ
఺
を
も
つ
、
α
ー
ビ
ス

の
ఏ
ڙ
者
や
、
意
思
ܾ
定
を

す
る
立
場
に
女
性
を
増
や
し

て
い
く
こ
と
な
ど
を
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
解
આ
。
女
性
部
会

だ
か
ら
で
き
る
こ
と
が
あ
る

と
、
女
性
経
Ӧ
者
ら
に
エ
ー

ル
を
送
っ
た
。

研
म
会
終
ྃ
後
に
は
交
流

会
が
։
࠵
さ
れ
、
શ
ࠃ
か
ら

ࢀ
ू
し
た
女
性
部
会
員
が
交

流
を
深
め
た
。

˔
౦
ژ
౎
τ
ϥ
ỽ
Ϋ
ڠ
ձ

ӡ
௞
ɾ
ྉ
ۚ
ద
ਖ਼
Խ
ݕ
౼
খ

ҕ
һ
ձ
、
ඪ
準
的
運
௞
の
׆

用
状
況
に
関
す
る
ア
ン
έ
ー

ト
Ҋ
お
よ
び
ア
ン
έ
ー
ト
調

査
の
実
施
ス
έ
ジ
ュ
ー
ル
Ҋ

に
つ
い
て
৹
ٞ
・
ྃ
ঝ
す
る

（
１
日
）

˔
ࠃ
౔
ަ
௨
ল
、
令
和
６

年
５
月
に
ެ
෍
さ
れ
た「
流

通
業
務
の
総
合
化
ٴ
び
ޮ
率

化
の
ଅ
ਐ
に
関
す
る
法
཯
ٴ

び
貨
物
自
動
ं
運
送
事
業
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
཯
」

の
一
部
の
施
行
期
日
を
定
め

る
੓
令
お
よ
び
そ
の
施
行
に

必
要
な
ن
定
の
整
උ
を
行
う

੓
令
を
ֳ
ٞ
ܾ
定
す
る（
５

日
）˔

౦
τ
ڠ
ϩ
δ
ݚ
、
港
区

の
明
治
記
೦
館
で「
表
জ
ड

賞
者
を
ॕ
う
会
」
を
։
࠵
す

る（
６
日
）

˔
౦
τ
ڠ
、
ୈ
46
ճ
۝
都

県
ࢢ
合
ಉ
防
災
܇
࿅
に
ࢀ
加

す
る（
６
・
７
・
ù0
・
ùĀ
日
）

˔
ࠃ
ަ
ল
、
ෳ
数
の
自
動

ं
運
送
事
業
者
が
࿈
ܞ
し
て

行
う「
事
業
者
間
遠
ִ
఺
ݺ
」

に
お
け
る
、
༌
送
の
安
શ
؅

理
業
務
の
ड
ҕ
ୗ
制
度
を
本

֨
運
用
す
る
た
め
の
通
達
を

ൃ
出
す
る（
７
日
）

˔
౦
ژ
࿑
ಇ
ہ
౦
ژ
஍
ํ

࠷
௿
௞
ۚ
৹
ٞ
ձ
、
都
最
௞

の
改
定
に
つ
い
て
৹
ٞ
・
ܾ

定
し
、
現
行
よ
り
6ú
ԁ
Ҿ
き

上
げ
、
１
２
２
６
ԁ
を
౴
申

す
る（
７
日
）

˔
౦
τ
ڠ
ӡ
༌
҆
શ
ҕ
һ

ձ
、
৿
本
উ
໵
ҕ
員
長
名
で

「
交
通
事
故
未
然
防
止
の
た

め
の
安
શ
運
転
意
識
の
向
上

に
つ
い
て
」
の
ప
ఈ
を
求
め

る
要
੥
จ
書
を
ൃ
出
す
る

（
ù5
日
）

˔
ࠃ
ަ
ল
、
令
和
̔
年
度

予
算
֓
算
要
求
֓
要
を
ެ
表

す
る
。
物
流
・
自
動
ं
局
関

係
で
の
要
求
ֹ
は
、７
６
２

ԯ
ԁ
を
計
上
。
そ
の
う
ち
、

物
流
関
係
は
51
ԯ
６
１
０
０

ສ
ԁ（
ù6
日
）

˔
౦
τ
ڠ
、
令
和
７
年
度

「
東
京
都
・
Ӌ
村
ࢢ
・
日
の

出
ொ
合
ಉ
総
合
防
災
܇
࿅
」

に
ࢀ
加
し
、
ٹ
援
物
資
༌
送

܇
࿅
や
ۓ
ٸ
༌
送
現
地
本
部

܇
࿅
な
ど
を
実
施
す
る（
ú0

日
）

く
ࢀ
加
を
ݺ
び
か
け
て
い
る
。

時
間
は
ޕ
後
２
時
Ỗ
４

時
、
ࢀ
加
අ
は
無
ྉ
。
ड
講

対
象
は
、
ಛ
घ
ं
両
を
運
用

し
て
い
る
会
員
事
業
者
。
定

員
は
５
０
０
人
。
１
社
ෳ
数

名
の
ࢀ
加
可（
た
だ
し
、
定

ࠃ
交
省
は
、
ୈ
1ù
ճ「
શ

ࠃ
貨
物
७
流
動
調
査
」（
物
流

η
ン
α
ス
）を
実
施
し
て
い

る
。
調
査
対
象
は
߭
業
、
੡

ճ
౴
は
、
ಉ
調
査
ઐ
用
α

イ
ト（
イ
ン
タ
ー
ω
ッ
ト
を

利
用
し
た
̬
̴
̱
方
ࣜ
）。

ճ
౴
క
め
切
り
は
、
11
月
10

月
ù1
日
か
ら
ùú
日
ま
で
の
３

日
間
、
ᾈ
年
間
༌
送
܏
向
調

査
／
令
和
６
年
４
月
か
ら
７

年
３
月
ま
で
の
１
年
間
。

務
ҕ
ୗ
先
：
ύ
シ
フ
ィ
ッ
ク

ί
ン
α
ル
タ
ン
π
／
フ
リ
ー

ダ
イ
Ϡ
ル
０
１
２
０
・
２
４

７
・
０
７
９
）
˞
ड
付
時
間

ޕ
前
10
時
Ỗ
ޕ
後
４
時
ま
で

（
౔
日
ॕ
日
を
除
く
）

଄
業
、
Է
ച
業
、
૔

ݿ
業
を
Ӧ
む
約
60

ສ
事
業
所（
た
だ
し
、

੡
଄
業
は
４
人
以
上

の
事
業
所
を
対
象
）

の
う
ち
、
約
６
ສ
５

０
０
０
事
業
所
。
調

査
対
象
に
ந
出
さ
れ

た
事
業
者
に
は
、
調

査
ථ
へ
の
記
入
な

ど
、
調
査
へ
の
ڠ
ྗ

を
求
め
て
い
る
。

調
査
対
象
期
間

は
、
ᾇ
３
日
間
流
動

調
査
／
令
和
７
年
10

日
ま
で
。
ৄ
ࡉ
は
、
ઐ

用
α
イ
ト
を
ࢀ
照
。

શ
ࠃ
貨
物
७
流
動
調

査
は
、
荷
主
企
業
な
ど

出
荷
ଆ
か
ら
貨
物
の
動

き
を
調
査
す
る
も
の
と

し
て
は
、
զ
が
ࠃ
で
།

一
、
શ
ࠃ
一
੪
に
行
わ

れ
て
い
る
調
査
。
昭
和

45
年
の
ୈ
１
ճ
調
査
以

来
５
年
ご
と
に
実
施
さ

れ
て
い
る
も
の
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
＝

ୈ
1ù
ճ
શ
ࠃ
貨
物
७
流

動
調
査
実
施
本
部（
業

い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
ಉ

部
会
୲
当
の
ೇ

໦
ण
࢚
શ
ト
ڠ

෭
会
長
が
ొ
ஃ

し
、
部
会
員
を

ܹ
ྭ
し
た
。

研
म
会
ୈ
１

部
で
は
、
ࠃ
౔

交
通
省
物
流
・

自
動
ं
局
の
ࡾ

ྠ
田
༏
子
貨
物

ࠃ
౔
交
通

省
物
流
・
自

動
ं
局
は
10

月
３
日
、
શ

日
本
ト
ラ
ッ

ク
ڠ
会
に

対
し
、
安
શ

੓
策
՝
長
通

達「
మ
ಓ
ं

両
と
の
ি
ಥ

事
故
防
止
の

ప
ఈ
に
つ
い

て
」
を
ൃ
出

し
た
。

ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、
安
શ

な
経
࿏
を
設
定
す
る
と
と
も

に
、
運
転
者
に
対
し
、
安
શ

運
行
の
た
め
に
留
意
す
べ
き

事
項
を
ࢦ
ಋ
す
る
こ
と
。

ᾈ
運
転
者
に
対
し
、
踏
切

を
通
過
し
よ
う
と
す
る
と

き
は
、
踏
切
の
直
前
で
ఀ
止

し
安
શ
を
確
認
す
る
こ
と
な

ど
、
ಓ
࿏
交
通
法
の
ن
定
を

९
क
す
る
よ
う
ࢦ
ಋ
す
る
こ

と
。ᾉ

運
転
者
に
対
し
、
踏
切

内
で
運
行
不
能
と
な
っ
た
場

合
は
、
ඇ
ৗ
Ϙ
タ
ン
を
押
し

て
଎
や
か
に
ྻ
ं
に
対
し
適

切
な
防
護
措
置
を
取
る
こ
と

や
、
ं
を
前
ਐ
さ
せ
て
ः
断

๮
を
押
し
上
げ
て
୤
出
す
る

こ
と
な
ど
、
安
શ
確
อ
の
た

め
に
必
要
な
行
動
を
取
る
こ

と
に
つ
い
て
ࢦ
ಋ
す
る
こ
と
。

ᾊ
運
転
者
に
対
し
、
右
左

ં
時
に
は
、
ي
ಓ
ෑ
内
の
安

શ
を
े
分
に
確
認
す
る
よ
う

ࢦ
ಋ
す
る
こ
と
。

ᾋ
運
転
者
に
対
し
、
ं
両

は
、左
ં
し
、右
ં
し
、ԣ
断

し
、
若
し
く
は
転
ճ
す
る
た

め
ي
ಓ
ෑ
を
ԣ
切
る
場
合
、

ま
た
は
ة
ݥ
防
止
の
た
め
や

む
を
得
な
い
場
合
を
除
き
、

ي
ಓ
ෑ
内
を
通
行
し
て
は
な

ら
な
い
こ
と
、
ي
ಓ
ෑ
内
を

通
行
す
る
ं
両
は
、
後
方
か

ら
࿏
面
電
ं
が
઀
ۙ
し
て
き

た
と
き
は
、
࿏
面
電
ं
の
正

ৗ
な
運
行
に
支
ো
を
ٴ
΅
さ

な
い
よ
う
に
す
み
や
か
に
ي

ಓ
ෑ
外
へ
出
る
こ
と
な
ど
、

ಓ
࿏
交
通
法
の
ن
定
を
९
क

す
る
よ
う
ࢦ
ಋ
す
る
こ
と
。

各
務
原
ࢢ
の
踏
切
に
お
い

て
、
大
ܕ
ト
ラ
ッ
ク
が
踏
切

内
に
立
ち
ԟ
生
し
た
こ
と
に

よ
り
、
ྻ
ं
が
ト
ラ
ッ
ク
に

ি
ಥ
し
、
ྻ
ं
の
৐
٬
が
多

数
ෛ
ই
す
る
事
故
が
ൃ
生
。

ま
た
、９
月
に
は
長
࡚
県
長

࡚
ࢢ
と
Ԭ
ࢁ
県
Ԭ
ࢁ
ࢢ
で
、

自
動
ं
と
࿏
面
電
ं
と
の
ি

ಥ
事
故
が
３
件
ൃ
生
し
た
こ

と
か
ら
、
మ
ಓ
ं
両
と
の
ি

ಥ
は
、
自
動
ं
と
మ
ಓ
の
৐

٬
の
૒
方
に
多
数
の
ෛ
ই
者

を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
た

め
、
今
後
、
ಉ
छ
事
故
を
防

止
す
る
目
的
と
し
て
、
次
の

項
目
を
会
員
事
業
者
へ
周
知

し
、
༌
送
の
安
શ
確
อ
を
求

め
て
い
る
。

ᾇ
事
業
者
は
、
運
行
す
る

経
࿏
の
ಓ
࿏
ٴ
び
交
通
の
状

況
に
つ
い
て
೺
Ѳ
し
、
こ
れ

員
を
௒
え
る
場
合
、
人
数
調

整
を
実
施
）。

講
श
会
で
は
、
①
ಛ
घ
ं

両
通
行
確
認
制
度
の
֓
要
に

つ
い
て
、
②
ಛ
घ
ं
両
通
行

確
認
制
度
の
操
作
・
申
੥
方

法
に
つ
い
て
を
テ
ー
Ϛ
に
、

ಓ
࿏
新
産
業
։
ൃ
機
ߏ
ಛ
ं

ొ
録
η
ン
タ
ー
の
ಓ
޻
හ
ԝ

η
ン
タ
ー
長
、
ಉ
૔
田
྄
一

෭
調
査
役
、
ಓ
࿏
交
通
؅
理

業
務
ਪ
ਐ
本
部
の
今
井
一
و

研
究
員
が
講
ࢣ
と
し
て
解
આ

す
る
。

ࢀ
加
申
し
ࠐ
み
は
11
月
10

日
ま
で
。
東
ト
ڠ
ホ
ー
ム
ϖ

ー
ジ
の
η
ミ
φ
ー
情
ใ
／

「
ಛ
घ
ं
両
通
行
確
認
制
度

に
関
す
る
講
श
会
」
։
࠵
Ҋ

内
の「
申
ࠐ
フ
Ỽ
ー
ム
」
か

ら
行
う
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
東
ト

ڠ
業
務
部
教
育
研
म
・
༌
送

（̜
ὸ
0ú
・
３
３
５
９
・
３

４
０
１
）

こ
れ
を
ड
け
、
શ
ト
ڠ
は

各
都
ಓ
෎
県
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会

に
対
し
て
通
達
を
通
知
し
、

会
員
事
業
者
に
ি
ಥ
事
故
防

止
に
向
け
た
安
શ
対
策
を
ప

ఈ
し
、
༌
送
の
安
શ
確
อ
に

౒
め
る
よ
う
求
め
た
。

通
達
は
10
月
１
日
ذ
ෞ
県

ࢯాྠࡾ

໼ਧࢯ

෦会௕ݪ

女
性
の
パ
ワ
ー
で
物
流
の
未
来
を
つ
く
る

˖８月分˖

全
ト
協
女
性
部
会

全
国
研
修
会

鉄道車両との衝突事故防止
国交省 全ト協に対策徹底を通達

特
車
通
行
確
認
制
度
講
習
会

東
ト
協

オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
で
開
催

全国貨物純流動調査国交省
第12回

11
月
10
日
ま
で

11
月
17
日
開
催
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久
し
ぶ
り
に

会
っ
た
70
代
の

先
輩
の
右
手
に

は
杖
が
。
聞
け

ば
、
自
宅
の
階

段
を
踏
み
外
し
て
左
足
首

捻
挫
と
の
こ
と
。
あ
と
１

段
と
い
う
と
こ
ろ
で
気
を

抜
い
た
、
と
頭
を
か
い
て

い
た
◆
笑
い
ご
と
で
は
な

い
。
厚
生
労
働
省
「
令
和

５
年
人
口
動
態
統
計
」
に

よ
る
と
、
65
歳
以
上
の
不

慮
の
事
故
死
で
、
転
倒
等

に
よ
る
死
者
数
は
交
通
事

故
の
約
３
倍
に
も
な
る
。

要
介
護
状
態
に
な
る
原
因

で
は
３
番
目
が
転
倒
な
の

だ
と
い
う
◆
「
ぬ
・
か
・

づ
け
」
に
注
意
、
と
言
う

の
は
『
転
倒
予
防
』
の
著

者
、
武
藤
芳
照
東
京
健
康

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
総

合
研
究
所
長
・
東
京
大
学

名
誉
教
授
。〈
ぬ
＝
濡
れ

て
い
る
と
こ
ろ
／
か
＝
階

段
・
段
差
／
づ
け
＝
片
づ

け
て
い
な
い
と
こ
ろ
〉
は

す
べ
っ
た
り
、
つ
ま
ず
い

た
り
し
て
転
び
や
す
い
、

と
い
う
わ
け
だ
◆
10
月
10

日
は
「
転
倒
予
防
の
日
」。

関
係
省
庁
で
は
、
陸
上
貨

物
運
送
業
界
に
も
「
荷
役

作
業
時
の
墜
落
・
転
落
災

害
の
防
止
対
策
」
を
求
め

て
い
る
。
高
齢
者
の
み
な

ら
ず
、
若
い
人
た
ち
も
油

断
禁
物
で
あ
る
◆
〈
離
さ

な
い

昔
は
君
で

今
は

杖
〉（
２
０
１
７
年
転
倒

予
防
川
柳
大
賞
＝
愛
知
県

の
井
深
靖
久
さ
ん
）。
人

は
皆
、
い
つ
の
ま
に
か
年

を
重
ね
て
い
る
。
心
に
留

め
置
く
べ
き
は
〝
転
ば
ぬ

先
の
杖
と
知
恵
〟
か
。

　官製はがきに、①答え②あなたの郵便番
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ード（1,000円分）をプレゼント。
☆インターネットでのご応募も可能です。
　https://www.totokyo.or.jp/
☆�インターネット応募の場合、解答フォー
ムをご利用ください。東ト協ＨＰトップ
「会員の皆様へ」をクリックし、「東京都
トラック時報」から「パズル＆クイズ解
答フォーム」へ。
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10月末日（正解は11月10日号に掲載）

★�９月10日号「漢字パズル」の正解は
「満月」でした。

応 募 方 法

ルールに従って盤面を1～ 9の数字
で埋めてください。それぞれの二重
マスに入った数字の合計はいくつで
しょう？

ナンバープレース

４ ３ ５ ８
１ ２ ３
２ ８ ６
７ ５ ２
３ １

５ ８ ４
４ １ ９

２ ７ ５
７ １ ５ ６

１ ９ ３
２ ５ １ ９
３ ４

３ ４ ２
２ ６ ５ ８ ７
４ ６ １
１ ７

７ ２ ９ ８
４ ８ ９

［ ルール ］
・�マスに入っている数字をヒントに、空欄に1
から9までの数字をひとつずつ入れてくだ
さい。すでに入っている数字は動かしたり
書き換えたりしてはいけません。
・�すべての縦の列、すべての横の列、太線で
囲われた3×3のブロックのすべてで、1から
9までの数字が1つずつ入るように空欄に
数字を入れてください。数字が重複しては
いけません。

［ 解答 ］

by 冴戒 椎也

施
設
だ（
写
真
）。
入
口
を
入
る
と
、

昭
和
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た

か
の
よ
う
な
街
並
み
が
再
現
さ
れ
、

当
時
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
や
雑
誌
、ポ
ス

タ
ー
を
は
じ
め
、玩
具
店
や
遊
技
場

な
ど
を
実
際
に「
見
て
」「
触
れ
て
」

「
遊
ぶ
」こ
と
で
、昭
和
の
空
気
感
を

体
感
で
き
る
博
物
館
で
あ
る
。

年
配
者
に
は
懐
か
し
さ
を
、若
年

層
に
は
新
鮮
さ
を
感
じ
さ
せ
る
館
内

の
佇
ま
い
に
浸
れ
ば
、記
憶
の
彼
方

に
置
き
去
り
に
さ
れ
て
い
た
モ
ノ
が

生
き
生
き
と
よ
み
が
え
り
、再
認
識

さ
せ
ら
れ
る
。
来
館
者
の
中
心
は
必

ず
し
も
年
配
者
が
多
い
わ
け
で
は
な

く
、む
し
ろ
若
年
層
の
方
が
ウ
エ
イ

ト
を
占
め
、さ
ら
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

も
後
押
し
し
て
い
る
。

見
事
に
再
現
さ
れ
た
館
内
に
佇
む

と
、思
い
の
ほ
か
安
心
感
に
包
ま
れ

る
の
は
、当
時
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に

経
験
し
た
か
ら
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、

そ
の
懐
か
し
さ
の
奥
に
は
、夢
と
希

望
に
満
ち
て
い
た
昭
和
へ
の
希
求
が

息
づ
い
て
い
る
。

変
化
だ
け
で
は
な
く
、
精

神
論
に
含
み
を
持
た
せ
て

詠
ん
だ
も
の
だ
っ
た
。

時
代
は
平
成
、
令
和
へ

と
時
は
流
れ「
昭
和
は
遠

く
な
り
に
け
り
」
と
実
感

す
る
。
気
が
付
け
ば
、
当

方
も
３
つ
の
時
代
を
生
き

て
き
た
が
、
Ｚ
世
代
が
操

る
意
味
不
明
な
新
語
や
、

昭和レトロを懐かしむ

第158回

まちかど写真家 筑峯  総太

理
解
不
能
な
行
動
に
違
和
感
を
覚
え

て
し
ま
う
。
結
局
の
と
こ
ろ
、や
は

り「
昭
和
の
時
代
は
良
か
っ
た
」と
、

古
き
良
き
昭
和
時
代
に
思
い
を
馳
せ

て
い
る
自
分
が
い
る
。

都
内
港
区
台
場
に
位
置
す
る「
お

台
場
レ
ト
ロ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
は
、

昭
和
の
く
ら
し
や
産
業
、教
育
の
場

面
を
再
現
し
た
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

今
年
は
、昭
和
か
ら
起
算
し

て
１
０
０
年
に
当
た
る
。
か
つ

て
俳
人
・
中
村
草
田
男
が
、
１

９
３
１（
昭
和
６
）
年
に
母
校

を
訪
れ
た
際
に
詠
ん
だ「
降
る

雪
や
明
治
は
遠
く
な
り
に
け

り
」と
い
う
句
は
、俳
誌『
ホ
ト

ト
ギ
ス
』
に
掲
載
さ
れ
、
た
ち
ま
ち

流
行
し
た
。
こ
れ
は
単
な
る
様
相
の

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

〜
労
務
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

小
林  

弘
和（
社
会
保
険
労
務
士
）

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所
所
長

小
林
小
林  

弘
和
弘
和（
社
会
保
険
労
務
士
）

（
社
会
保
険
労
務
士
）

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所
所
長
所
長

小
林  

弘
和（
社
会
保
険
労
務
士
）

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所
所
長

改
正
育
児
・
介
護
休
業
法

が
今
年
４
月
１
日
と
10
月
１

日
に
そ
れ
ぞ
れ
施
行
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
柔
軟
な
働

き
方
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
改
正
の
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
10
月

１
日
施
行
の
内
容
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

Ⅰ

育
児
・
介
護
休
業
法

の
改
正（
10
月
１
日
施
行
）

１
．
柔
軟
な
働
き
方
を
実

現
す
る
た
め
の
措
置
等

育
児
期
の
柔
軟
な
働
き
方

を
実
現
す
る
た
め
の
措
置
と

し
て
、
事
業
主
は
、
３
歳
か

ら
小
学
校
就
学
前
の
子
を
養

育
す
る
労
働
者
に
関
し
て
、

次
の
５
つ
の
講
ず
べ
き
措
置

の
中
か
ら
、
２
つ
以
上
の
措

置
を
選
択
し
て
講
ず
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
労
働

者
は
、
事
業
主
が
講
じ
た
措

置
の
中
か
ら
１
つ
を
選
択
し

て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
事
業
主
が
講
ず

る
措
置
を
選
択
す
る
際
、
労

働
者
の
過
半
数
代
表
者
か
ら

の
意
見
聴
取
の
機
会
を
設
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
選
択
し
て
講
ず
べ
き
措
置

⑴
始
業
時
刻
等
の
変
更

⑵
テ
レ
ワ
ー
ク
等（
10
日

以
上
／
月
）

⑶
保
育
施
設
の
設
置
運
営

等
⑷
就
業
し
つ
つ
子
を
養
育

す
る
こ
と
を
容
易
に
す
る
た

め
の
休
暇（
養
育
両
立
支
援
休

暇
）の
付
与（
10
日
以
上
／
年
）

⑸
短
時
間
勤
務
制
度

な
お
、
テ
レ
ワ
ー
ク
と
養

育
両
立
支
援
休
暇
は
、
原
則

と
し
て
時
間
単
位
で
取
得
で

き
る
も
の
と
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
養
育
両
立

支
援
休
暇
は
有
給
が
望
ま
し

い
も
の
の
、
無
給
で
も
良
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

２
．
柔
軟
な
働
き
方
を
実

現
す
る
た
め
の
措
置
の
個
別

の
周
知
・
意
向
確
認

３
歳
未
満
の
子
を
養
育
す

る
労
働
者
に
対
し
て
、
子
が

３
歳
に
な
る
ま
で
の
適
切
な

時
期
に
、
事
業
主
は
柔
軟
な

働
き
方
を
実
現
す
る
た
め
の

措
置
と
し
て
１
．で
選
択
し
た

制
度（
対
象
措
置
）に
関
す
る

次
の
事
項
の
周
知
と
制
度
利

用
の
意
向
の
確
認
を
、
個
別

に
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
な
お
、
利
用
を
控
え
さ

せ
る
よ
う
な
個
別
周
知
と
意

向
確
認
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

▽
周
知
時
期
＝
労
働
者
の

子
が
３
歳
の
誕
生
日
の
１
か

月
前
ま
で
の
１
年
間
（
１
歳

11
か
月
に
達
す
る
日
の
翌
々

日
か
ら
２
歳
11
か
月
に
達
す

る
日
の
翌
日
ま
で
）

▽
周
知
事
項
＝
①
事
業
主

が
１
．で
選
択
し
た
対
象
措

置（
２
つ
以
上
）の
内
容
、②

対
象
措
置
の
申
出
先（
例
：

人
事
部
な
ど
）、
③
所
定
外

労
働（
残
業
免
除
）・
時
間
外

労
働
・
深
夜
業
の
制
限
に
関

す
る
制
度

▽
個
別
周
知
・
意
向
確

認
の
方
法
＝
①
面
談
、
②
書

面
交
付
、
③
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
④
電

子
メ
ー
ル
等
の
い
ず
れ
か

（
注
：
①
は
オ
ン
ラ
イ
ン
面

談
も
可
能
。③
④
は
労
働
者

が
希
望
し
た
場
合
の
み
）

３
．
仕
事
と
育
児
の
両
立

に
関
す
る
個
別
の
意
向
聴
取・

配
慮⑴

妊
娠
・
出
産
等
の
申
出

時
と
子
が
３
歳
に
な
る
前
の

個
別
の
意
向
聴
取

事
業
主
は
、
労
働
者
が
本

人
ま
た
は
配
偶
者
の
妊
娠
・

出
産
等
を
申
し
出
た
時
と
、

労
働
者
の
子
が
３
歳
に
な
る

ま
で
の
適
切
な
時
期
に
、
子

や
各
家
庭
の
事
情
に
応
じ
た

仕
事
と
育
児
の
両
立
に
関
す

る
次
の
事
項
に
つ
い
て
、
労

働
者
の
意
向
を
個
別
に
聴
取

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▽
意
向
聴
取
の
時
期
＝
①

労
働
者
が
本
人
ま
た
は
配
偶

者
の
妊
娠
・
出
産
等
を
申
し

出
た
時
、
②
労
働
者
の
子
が

３
歳
の
誕
生
日
の
１
か
月
前

ま
で
の
１
年
間（
１
歳
11
か

月
に
達
す
る
日
の
翌
々
日
か

ら
２
歳
11
か
月
に
達
す
る
日

の
翌
日
ま
で
）

▽
聴
取
内
容
＝
①
勤
務
時

間
帯（
始
業
お
よ
び
終
業
の

時
刻
）、②
勤
務
地（
就
業
の

場
所
）、
③
両
立
支
援
制
度

等
の
利
用
期
間
、
④
仕
事
と

育
児
の
両
立
に
資
す
る
就
業

の
条
件（
業
務
量
、
労
働
条

件
の
見
直
し
等
）

▽
意
向
聴
取
の
方
法
＝
①

面
談
、
②
書
面
交
付
、
③
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
④
電
子
メ
ー
ル
等
の

い
ず
れ
か（
注
：
①
は
オ
ン

ラ
イ
ン
面
談
も
可
能
。③
④

は
労
働
者
が
希
望
し
た
場
合

の
み
）

⑵
聴
取
し
た
労
働
者
の
意

向
に
つ
い
て
の
配
慮

事
業
主
は
、
⑴
に
よ
り
聴

取
し
た
労
働
者
の
仕
事
と
育

児
の
両
立
に
関
す
る
意
向
に

つ
い
て
、
自
社
の
状
況
に
応

じ
て
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
具
体
的
な
配
慮
の

例
と
し
て
は
、勤
務
時
間
帯
、

勤
務
地
に
か
か
る
配
置
の
配

慮
、
両
立
支
援
制
度
等
の
利

用
期
間
等
の
見
直
し
、
業
務

量
の
調
整
、
労
働
条
件
の
見

直
し
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

Ⅱ

育
児
・
介
護
休
業
法

の
改
正（
４
月
１
日
施
行
）

４
月
１
日
に
は
次
の
改
正

が
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
改
め
て
、
自
社
の
対
応

に
漏
れ
が
な
い
か
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

⑴
子
の
看
護
休
暇
の
名
称

変
更
、
小
学
校
３
年
生
終
了

ま
で
の
子
へ
の
拡
大
、
取
得

事
由
の
拡
大
等

⑵
所
定
外
労
働
の
制
限

（
残
業
免
除
）の
対
象
者
を
小

学
校
就
学
前
の
子
を
養
育
す

る
労
働
者
に
拡
大

⑶
３
歳
未
満
の
子
を
養
育

す
る
労
働
者
で
、
短
時
間
勤

務
制
度
の
代
替
措
置
に
テ
レ

ワ
ー
ク
を
追
加

⑷
育
児
の
た
め
の
テ
レ
ワ

ー
ク
導
入
の
努
力
義
務
化

⑸
育
児
休
業
取
得
状
況
の

公
表
義
務
を
従
業
員
３
０
０

人
超
の
企
業
に
拡
大

⑹
介
護
休
暇
を
取
得
で
き

る
労
働
者
の
要
件
緩
和

⑺
介
護
離
職
防
止
の
た
め

の
雇
用
環
境
整
備
措
置
の
実

施
義
務
化

⑻
介
護
離
職
防
止
の
た
め

の
個
別
の
周
知
・
意
向
確
認

等
の
実
施
義
務
化

⑼
介
護
の
た
め
の
テ
レ
ワ

ー
ク
導
入
の
努
力
義
務
化

Ⅲ

育
児
・
介
護
に
対
す

る
取
り
組
み
の
促
進

厚
生
労
働
省
が
昨
年
10
月

に
実
施
し
た
調
査
に
よ
る

と
、
企
業
で
働
く
男
性
の
育

児
休
業
取
得
率
が
40
・
５
％

と
な
り
、
前
年
よ
り
10
・
４

ポ
イ
ン
ト
増
加
し
過
去
最
高

を
記
録
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

女
性
の
取
得
率
は
86
・
６
％

と
な
り
、
前
年
か
ら
２
・
５

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
ま
し
た
。

依
然
と
し
て
高
い
水
準
を
維

持
し
て
お
り
、
出
産
後
の
育

休
取
得
が
女
性
の
働
き
方
に

お
け
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
な

っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え

ま
す
。
一
方
で
、
介
護
離
職

者
の
増
加
は
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

労
働
者
か
ら
選
ば
れ
る
企

業
と
な
る
た
め
に
は
、
従
業

員
が
働
き
や
す
い
環
境
を
整

え
、
育
児
・
介
護
に
関
す
る

制
度
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ

と
が
不
可
欠
で
す
。
今
後
、

各
社
に
お
い
て
積
極
的
な
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
等
が
施
行

柔
軟
な
働
き
方
へ
の
対
応
を


